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表紙 の 写真 


先日 ,「 世 界 は ひと つ 」 の か わい い テ チー マソ ング の を な が れる ファ ンタ ジ 
ー の 場所 , トウ キョ ウ ・ デ ズ ニ ー ラ ンド へ 三世 代 8 人 で 遊び に 行き まし 
た 。18 年 前 に ロス アン ゼル ス の ディ ズ ニ ー ラ ンド に 遊ん だ と き の 感 激 を 
思い 出し な つか し く , 再び 夢 と 希望 に みち た 楽し い 一 日 を すご し て きま 
し を (写真 西川 幸子 ) 











ee 米国 の 医療 状況 mw 


12 年 間 の 経験 


は じ め に 

1970 年 一 昭和 45 年 5 月 東京 羽田 空港 を た ち , 
昭和 57 年 1 月 に 帰国 する まで , 12 年 間 の 私 の 米 
国 で の 経験 イン ター ン に 始ま り 外 科 レ ジ デ ン 
ト , 耳鼻 咽喉 科研 修 医大 学 病院 講師 , 更に 当地 
に て 開業 に 至る まで を 振り 返り 思い つく ま ヽ ゝ に 
ここ に 書い て みた 。 

人 
保険 制度 を 明 み な が ら 四 苦 仏 苦 生活 を し て いる 
と , 自然 と 米国 と 日 本 の 医療 の 條 い を 改め て 痛 
本 し で し まう 。 

私 は 日 本 の 医療 の 欠点 や 過失 を 指摘 し 、 批判 
する つも り で これ を 書 こ うと する の で は 
それ は 日 本 に も 米国 に も れれ 抽 計 か リ 知 
所 が ある か ら で あ る 。 すべて 完璧 と いう 医療 は 
和 有り得 な いと 思う 。 そ れ に どう し て も 日 本 と 米 
国 と の 基本 的 な 直 い を 念頭 に 置か な く て は な ら 
計 

. 米国 耳鼻 咽 只 科 専門 医 
Pe の た め , 設立 され た だ 
Amrican Board of Otolaryngology と 言 う 組織 が 
ある 。 

これ は 1924 年 一 大 正 14 年 , 今 か ら 59 年 前 に 創 
立 さ れ た 専 問 医 資格 公認 の 機関 で ある 。 こ れ に 
先立っ て 当時 芋 鼻 科 医 と 称す る 人 々 で , 各 分 時 
に 興味 を 持ち 経験 業績 の あっ た 者 た ち が 集 っ て 
米国 咽喉 協会 米国 耳 見 科学 会 , 米国 気管 食道 科 
協会 , 米国 三 科 ( 耳 , 算 , 咽 ) 協会 米 国頭 鍵 
部 外科 学会 , 顔面 形成 協会 等 の 学会 も し く は 協 
会 が 設立 し て あっ た 。 こ の 中 に は 百年 以上 の 伝 
統 と 歴史 を も つ 学 会 も ある 。 こ うい っ た だ た 人達 及 
び 学 会 が スポ ン サ ー と な っ て American Board 
of Otolaryngology 一 ち 耳 距 咽喉 笠 専門 医 次 
格 検 柱 を する 組織 が 出来 た わけ で ある 。 

2 . 米国 耳鼻 咽喉 科 専 門 医 の 誕生 

私 の いた 当時 は まだ イン ター ン 制 度 が あり , 


耳鼻 咽喉 科 伊 佐沼 クリ ニッ ク 
時 田 信 博 


医学 部 業 後 一 年 間 行 われ た 。 その 後 一 般 外 科 
の レジ デン ト を 一 年 乃至 二 年 行う 。 何れ も 定 由 
が あり , 良い 教育 病院 で は 競争 が 激しく , 一 年 

ほ に イン ター ン か ら 上 に 行く 度 に 定員 迷 が 減る 
の で , あま り の ん びり し て いる と 人 貝 整理 され 
て し まい , 翌年 か ら 研修 する 病院 が 無く な っ て 
し 千 。 

私 の よう に 学卒 後 一 年 ちょ っ と で , それ も 卒 
業 以前 か ら 学園 紛争 に 巻き 込ま れ て あま り 勉 強 
せ ず , 日 本 に いた 当時 は 国 試 ボイコット な ど を 
し て いた 者 が いきなり ミシガン 州 デ トロ イト 
の 大 き な 教 育 病院 (ヘン リー フォ ー ド 病院 ) で 
イン ター ン に 入る と , それ 相応 の 天 凍 が 待っ て 
いた の で ある 。 

何と 言っ て も 英語 の カ が な いこ と , 次 に 肝心 
の 医学 の 知識 が 無い こと 。 こ の 二 つ で 了 臨床 に 携 
わる 医者 と し て は 全く 失格 的 存在 で あっ た 。 こ 
の 時 ほど 自分 自身 に 劣等 感 を 感じ た 事 は 私 の 生 
湊 に な か っ た 。 これ に 対抗 する に は アメ リカ 人 
の 倍 以 上 の 努力 を し , 病院 で 働く 周囲 の 人 に 好 
か れる よう に な る 事 が 大 切 だ っ た 。 当直 が 一 晩 
お き に 続き , 当直 の 時 は ほとん ど 夜 眠れ る 事 が 
な か っ た の で , 翌日 の 一 日 勤務 の 後 は 療 れ て し 
De に 2 つて し まる て 
いた 。 現 に 入院 患者 の 診療 に あたっ て は , 見 る 
事 聞く すべ て が mW し いよ う で , 一 体 私 は 
日 本 で の 医学 部 四 年 間 何 を 学ん だ の だ ろう か と , 
と 思う MP 

例え ば 病棟 や 救急 室 で , 南部 か ら 来 た 黒人 患 
者 と 話し て も は っ きり わか ら ず , また こち ら の 
の 言う こと も 相手 は な か な か 理解 し て くれ な い , 
お 丘 に いら いら し て し まう 。 決め ら れ た だ 時 間 内 
こ 愚 者 を 診 て History と Physical を 行い カ 
ル テ に 書き 込み それ 相当 の 検査 を 行わ な けれ ば 
な ら な い 。 じ っ と 耐え 抜く この 時 ほど 生存 の 滅 
し さ を 感 じ た 事 は な か っ た だ 。 


ーーー ニー ニー 


この よう に 辛く 苦し い 毎 日 で は あっ た が スタ 
ッ プ 医師 達 は 皆 。 根 は 優し い 人 達 で 意地 の 悪い 
事 を し た り , 理由 も 無く 怒っ た り し な いで 私 に 
いろ いろ と 実際 の 教育 を し て くれ , 質問 を する 
と 喜ん で 教え て くれ だ た 。 ま た 休み の 時 な ど に は 
夕食 や ピク ニッ ク に 招待 し て くれ て , ホー ム 
ッ ク に な ら な いよ う よ く 気 生計 22A。o そ 
の うち に 本 当 に 辛 さ を 忘れ て 新しい ファ イト の 
精神 が 湧き 出 て 来る よう に な っ た の で ある 。 
翌年 は 外科 の レジ デン ト に 残る 事 が で きた 。 
米国 で は 産婦 人 科 と 眼科 を 除い て 外科 系 統 の 専 
門 科 目 の 研 修 を する に は , 一 年 乃至 二 年 間 の 一 
般 外 科 レ ジ デ ント を する 事 が 必要 と され て いる 
私 の いた 当時 は 眼科 , 耳鼻 咽 只 科 泌尿 器 科 , 
上 整 形 外科 , 形成 外科 等 の 専門 科目 の 研修 医 に な 
る に は , か な り 激 し い 競 争 が あっ た 。 そ の 理由 
は これ ら の 科目 は 専門 医 と な る と 収入 の 面 が 良 
く , し か も 時 間 的 余裕 .、 すなわち 夜 起 こき され た だ 
り 不 規則 な 時 間 で あっ た りす る 事 が な く , 比較 
的 快 的 な 生活 が 出来 る か ら で あ る 。 外科 を 二 年 
行っ て 私 は 耳鼻 咽 只 科 の レジ デン ト に な る 事 が 
出来 た 。 

耳鼻 科 の 研修 期間 は 当時 は 三 年 間 (現在 四 年 
間 ) で あっ た 。 一 年 め 二 年 め 三 年 め と , カリ キ 
ュ ラ ム が 決っ て お り , 一 年 毎 に 試験 も 行わ れ た 。 
SS 
こ 一 週間 に 二 度 行 き , 人 体 解剖 を 行っ た 。 こ れ 
は 六 ヶ 月 続き その 後 は 筆記 口 答 の 試験 が 解剖 学 
教授 に より 行わ れ た 。 試験 の 結果 は 耳鼻 科 の 主 
任 教授 の 所 に 送ら れ て 評価 きれ た 。 その他 細 菌 
学 , 生理 学 , 薬理 学 。 病 理学 , 側 頭骨 微細 解剖 
学 な ど 耳 鼻 咽 只 科 に 関係 の ある 講義 , 実験 , 実 
習 も あり , 終了 する と 必ず 試験 が あっ た 。 

も ちろ ん 恵 者 の 診療 は 毎日 行わ れ , 当直 も 三 
日 に 一 度 の 義務 が あっ た 。 そ の 他 通 信 講 座 が あ 
り , それ も 終了 する と 試験 が 行わ れ た 。 毎 年度 
末 に は 全米 統一 の 耳鼻 咽喉 科 筆 記 試 験 が 実施 き 
FMW WNW 

が 決定 され だ 。 
PP ベッ 
ドサ イド マナ ー, 手術 の 技術 合併 症 の 処理 の し 
か た , 更に は 看護 婦 , レン トゲ ン 技 師 , 検査 技 
師 , 等 の 病院 で 共に 働く 人 達 と の 人 間 関 係 や 振 





舞 方 な ども 直接 間接 に 観察 され て , その 報告 は 
主任 教授 の 韻 魔 帳 に メモ され て いっ た 。 

研修 が 終了 時 点 で その 個人 の 評価 が 主任 教授 
か ら 報 告 さ きれ, 例え ば Dr.X は , 試験 の 成績 は A, 
判断 と 評価 は B, 手術 及び 技術 は C, 会 議 の 出 
席 率 は B, 研究 成果 は B, 性 格 及 び 人 間 間 係 は 
D, 等 評価 され それ に 基 ず いて 主任 教授 は その 
人 の 推薦 状 を 書く わけ で ある 。 こ の 手紙 は 特に 
大 切 で , その 個人 の 医師 と し て の 生命 線 で も あ 
る 。 も ちろ ん この よう な 大 切な も の を 書く 上 に 
は , 試験 等 の よう に 点数 で 決ま る も の 以外 は ス 
タッ プ フ 医 師 と 相談 し て 公正 に 評価 し て いる よう 
で ある 。 

こう し て レジ デン ト を 無事 終え , 主任 教授 の 
推薦 状 を 黄 う と いよ いよ American Board of 
Otolaryngogolgy 米 国 耳鼻 咽喉 科 専 門 医 認定 の 資 
格 を 受け られ る 事 に な る 

この 試験 の 申請 書 に は レジ デン ト の 間 に ど ん 
な 手術 を 何 例 自分 が 執刀 し て 行っ た か を 分 類 し 
て , 明細 を 書い て 送り , 手術 件 数 が 比較 的 あら 
ゆる 分 野 に 長 っ て 一 様 に 行っ て いる か を 審査 き 
れる 。 こ の 時 手術 件 数 が 極 く 少な か っ た り , 偏 
っ だ た だり し て いる 場合 は 試験 を 受け る 事 を 拒否 さ 
れ だ た り , 一 年 間 延 ば きれ だ りす る 。 それ と 同時 
に その 不適 格 と 思わ れ た 人 の 出身 の 研修 プロ グ 
ラム , 及び 主任 担当 の 教授 は 審査 され , 果たし 
て その 病院 が 耳鼻 咽喉 科 医 を 育て られ る だ け の 
患者 数 と 能力 の ある Teaching staE が いる か ど 
うか 調べ られ る 。 

不適 当 と 思わ れ た プロ グラ ム は 研修 医 公 認 か 
ら は ず さ れ て し まう 。 そうなると, その 病院 内 
で 研修 を 認め られ な く な っ た 科目 の 名 誉 は 全く 
傷つけ られ る わけ で ある 。 

一 方 , 専門 医 の 試験 を 受け られ た と し て も , 
多数 の 不 合格 者 を 出す プロ グラ ム も 審査 され , 
問題 点 を 追求 され る 。 私 の 受け た 専門 医 試験 は 
1976 年 10 月 に シカ ゴ で 行わ れ た 。 最初 の 日 は 筆 
記 試 験 。 翌日 は 口 答 試 験 で あっ た 。 今 考え て 見 
る と この 時 程 緊張 し た こと は な か っ た よう に 思 
う 。 試 験 内 容 は か な り 難 し く , 口 答 試験 で は 皿 
張 と 焦り で , すっ か り 固 く な り 汗 ば か り 出 て し 
まっ た 。 試験 が 終る と すっ か り 療 れ が 出 て , し 
ょ ん 4 まり も し で し まっ た 。 や ちっ ぽ り だめ だ ろう な 


お 中 手羽 VA つめ また デュ ー ヨ ー ク に 斉 
り 。 し ば らく 無気力 状態 が 続い た 。 だ か ら 二 週 
間 の 発表 で 合格 の 通知 を 受け た 時 は 天 に も 昨 る 
心地 だ っ た 。 

私 は その 頃 耳 鼻 咽 喉 科 の 研修 を 終っ て いた の 
で ,。 その 上 の フェ ロー と いう 形 で 病院 で 働い て 
い だ 。 

フェ ロー と は レジ デン ト 終 了 後 一 年 乃至 二 年 
間 研 修 する 制度 で , 耳鼻 咽 只 科 内 で の ある 一 部 
の 分 野 。 例え ば 耳 を さら に 専門 的 に 深く 研修 を 
受け る と か , 頭頸 部 腫瘍 の 経験 を 豊か に し た り 
或いは リサ ー チ だ け を や る と か , 各 大 学 の 状況 
に より 適当 に 選択 で きる よう に な っ て いた だ た 。 そ 
し て その 間 学 術 論文 を 発表 する 事 が 義務 づけ ら 
れ で v3 だ 。 

フェ ロー の 給料 は 外部 の 一 般 の 企業 か ら の 寄 
贈 に よる も の で , 論文 発表 と いう 形 で , 目 に 見 
えた 実績 が な けれ ば 財政 援助 は すでに キャ ン セ モ 
ル き され て し まう 。 

3 . 大 学 の 教育 スタ ッ フ と し て 

翌年 私 は 大 学 医学 部 の 講師 に 任命 され た 。 常 
勤 の 講師 に な る と , 他 の 科 の 先生 た ち 研 究 者 そ 
の 他 い ろ い ろ な 人 々 と 知り 合い も 多く な り , 研 
究 や 論文 発表 , 学会 参加 等 で は 大 変 有利 な 地位 
に あっ た 。 し か し 収入 面 で は 個人 開業 医 と は 天 
と 地 程 の 差 が あっ た 。 

ある 日 , 国際 耳鼻 科学 会 の 案内 状 が アル ゼン 
チン の プ ブエノスアイレス か ら 届 いた 。 プ エ ノ ス 
アイ レス は か ね て か ら 一 度 行っ て みた いと 思っ 
て いた 所 の 一 つ で あっ た 。 ち ょ うど 書き 終え た 
論文 が あっ た の で それ を 発表 する と 言う 事 で , 
アル ゼン チン へ 行け ば よい と 思っ て 早速 学会 参 
加 の 申し 込み を し て し まっ た 。 

数 週間 後 論文 が まとまっ た の で 主任 教授 に 会 
い に 行 き , 私 の 国際 学会 参加 の 旨 を 告げ た 。 私 
の 主任 教授 は Dr.Daly と 言い , 米国 耳鼻 科学 会 
の 会 長 で あり , また 米国 喉頭 協会 の 理事 長 で も 
あっ た 。 

その 数 日 後 私 は 教授 に 呼ば れ た 。 彼 は この 論 
文 は 内 容 が よい か ら 国 際 学 会 等 に は 出さ な いで 
国内 の 学会 で 読ん で も ら っ た 方 が よい と 思う 。 
と 言っ た 。 大 切な 論文 や 発表 は 必ず 国内 (米国 ) 
の 学会 で すべ き で あり , 外国 主催 の 学会 は あま 


り 重 要 視 きれ な いと も 言わ れ た 。 

私 は か ね て か ら 国 際 学 会 の 方 が 全 世 界 の 人 々 
に 発表 する よう で , 意義 が ある の で は な いか と 
思っ て いた の だ が , それ が こ ゝ ・ で すっ か り 和 覆 え 
菅 ポ だ 、。 

その 後 国際 学会 の 案内 状 を うけ と る た びに , 
どこ の 誰が 発表 する か を 注意 し て 見 て いる と, 
か な り 日 本 か ら の 出題 が 多かっ た 。 それに 反し 
て 米国 内 で の 耳鼻 咽 只 科 関係 の 学会 の 演題 を 見 
る と 日 本 か ら の 発表 は ほとん ど な か っ た 。 し か 
し 英国 ,、 スウ ェ ー デ ン , オー スト ラリ ア 等 か ら 
の 演題 は 比較 的 多かっ た 。 

私 の 知人 で 英国 の 耳鼻 科 医 は 良い 論文 が で き 
る と 必ず 米国 の 学会 で 発表 する よう に し て いる , 

言っ て いた その 理由 は 米国 の 学会 が 現在 で は 
最も 国際 性 が ある か ら と の 事 で あっ た 。 科学 に 
国境 は な いと 言う が , 日 本 人 医師 及び 日 本 の 医 
学 を 国際 舞台 に 移し て 観察 し て みる と , 果たし 
て どれ だ け 注 目 さ れ て いる の だ ろう か 。 一 見 明 
白 な こと は 彼 等 に 国際 性 が 無い と 言う 事 で ある 。 

私 の 友人 の 米国 人 整形 外科 医 が 日 本 の 学会 に 
参加 し た 。 帰国 し て か ら 私 に 次 の よう に 言っ た 。 
「 日 本 は 発展 し て 全く すばらし い 国 だ っ た 。 町 は 
きれ い だ し 人 々 は と て も 親切 だ っ た 。 た だ 学会 
で は 日 本 人 医師 と 全く コム ニケ ーション 出来 な 
い の に は いら いら し て し まっ た だ た 。 一 見 日 本 で は 
すばらし い 医 療 を し て いる 気 が す る が , と に か 
く 彼 等 の 言っ て いる 事 が 深く 理解 で き な い 。 他 
の どん な 国 に 行っ て も , あれ ほど コム ニケ ー シ 
ョ ン の 困難 な 国 は な か っ た だ た 」 と 。 

経済 面 で は 日 本 は 世界 で も 有数 の 大 国 と 言わ 
れ て いる が , 臨床 医学 で は どう な の で あろ うか 。 
私 に は まだ まだ 先 の 事 の よう に 思わ れる 。 

例え ば , 米国 で も 欧州 で も 医学 雑誌 を 読ん で 
みて , 日 本 か ら の 際 床 の 論文 が どの 位 で て いる 
だ ろう か ? 日 本 か ら の 研究 は 基礎 医学 の 方 が 多 
く 臨床 家 に と っ て は 興味 の な いも の ば か り で あ 
る 。 私 は 日 本 の ある 分 野 で は と て も 優れ て いる 
と 思う し, 日 本 人 は 和 勤 旭 で あり , 優秀 な 人 も 多 
ぃ い 。 それなら 何故 も っ と 国際 的 に 一 流 に な れ な 
い の だ ろう か と 思う 。 こ れ は 日 本 の 医師 研修 医 
制度 、 医 療 行政 に 欠陥 が ある の で は な い だ ろ う 
か 。 
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私 の いた ニュ ー ヨ ー ク 大 学 で は , た ぶん 他 病 
院 も 同じ と は 思う が , ティ ー チ ング スタ ッ フ と 言 
われ る 人 達 は , 研修 医 か ら 一 体 ど の 位 専門 教育 
に 真 献 し て いる か , と 言う 評価 を うけ る 研修 医 
は 各々 投票 用 紙 に , この 先生 は すばらし く 頁 献 
し て いる , と か 普通 より は 良い , 普通 , 普通 以 
下 , 灰 に は 価値 な し , と 衣 プ 一 つ の ラン ク グ は に 分 
け て 投票 する 。 これ で 普通 , 普通 以下 の 評価 を 
され る と 教育 者 と し て は 下 適当 と みな され , テ 
ィ チ ング スタ ッ フ の 教育 委員 会 に 取り 上 げ ら れ 
る 。 大 学 に 教育 者 と し て いる 限り , その 義務 と 
励行 を 強く 要求 さき れる 。 要する に 米国 で は 学生 
や 研修 医 だ け で な く , 専門 医 の 資 格 を 持っ た 一 
人 前 の ティ ー チ ング スタ ッ フ で も 彼 等 と 全く 同様 
常に 厳し く 和 観察 きれ, 評価 きれ て いる の で ある 。 

4 . 開業 に つい て 

日 本 で は 開業 する と 大 学 と は あま りり 関係 な く 
な り , 小さき な 一 城 の 主 に な っ て し まっ て , 大 学 
の 先生 か ら も 世間 の 人 々 か ら も , 何 か 二 流 ク ラ 
ス の 医師 と 言う 目 で 見 られ る 。 こ うい うこ と は 
アメ リカ で は 全く 考 へ られ な いこ と だ 。 

米国 で は 大 多数 の 研修 医 が 修了 後 は 個人 , ま 
た は 協同 開業 する 事 を 希望 し て お り , 大 学 に テ 
ィ チ ング スタ ッ フ で 残る 人 も , 将来 良い 場所 や 
条件 で 開業 で きる まで 待つ た め に いる と 言う の 
が 大 部 分 で あっ た 。 

アメ リカ で 開業 する 場合 , その 州 で 医師 免許 
を 得 た 医師 は その 町 の 病院 の スタ ッ フ メン バー 
に な る 申請 を する 。 病院 側 は 底 格調 査 委員 会 が 
その 申請 書 を 受け 取り , 厳密 に 調査 を 始め る 。 
この 委員 会 は 申し 込み の あっ た 医師 の 過去 を 徴 
底 的 に 調べ る 。 そ の 医師 の 研修 し た 病院 の 主任 
教授 や ティ チン グ ス タ ッ フ な ど と と も 連絡 を と 
り 、 あり と あら ゆる 情報 を その 医師 に 関し て 集 
め る 。 専門 医 資格 は ある か , その 専門 学会 の 正 
会 員 か どう か , も し 研修 を 終え て 数 年 経っ て い 
れ ば 米国 外科 学会 . も し く は 米国 内 科学 会 の 正 
会 員 か も 問わ れる 。 勿論 こう いっ た 学術 団体 の 
正会員 で あれ ば ずっ と 有利 で ある こと は 言う ま 
で も な い 。 

専門 科 の 学会 や 学術 団体 は アメ リカ で は , た 
だ 会 費 を 払え ば 誰 で も な れる と 言う も の で は な 
い 。 例 えば 耳鼻 科学 会 の 正会員 に な る に は , 耳 


鼻 科 の 専門 医 誤 格 を 経て 一 年 以上 経ち , 正会員 
三 人 (その 内 主任 教授 一 人 ) の 推薦 状 が 必要 で 


あり , その 翌年 理事 会 で 決定 され る 。 米国 外科 
医 協 会 ち , A.C.S の 正会員 に な る た め に は も 
っ と 歳 し い 条 件 が 必要 で ある 。 

ある 科 の 学会 , 協会 は , その 会 の 正会員 に な 
る 人 為 に は それ に 関す る 論文 を 提出 し , 著 明 な 医 
学 雑誌 に 受け 入れ られ る 事 を 条件 と する も の も 
いく つか ある 。 専門 医 の 資格 が あっ て も それ だ 
け で 満足 する の で は な く , 更に 研究 , 勉強 を し 
て 医療 の 向上 を 計る と いう の が この よう な 学術 
団体 の 目的 な の で ある 。 

話し は 戻っ て 病院 側 は し ば らく の 間 調 査 し , 
その 医師 に 資格 経験 で は どの 程度 , 或いは どの 
範囲 の 仕事 , 手術 な ど が その 病院 で 可能 か の 許 
可 を 与え る 。 一般 的 に は 初め は 仮 免許 を 得 て , 
その 後 す で に スタ ッ フ と な っ て いる 医師 の 観察 


下 に いく つか の 規定 の 手術 や 診療 を 行い 、 更 に 


病院 内 の 会 議 な ど に 参加 し て , 次 第 に 知れ わた 
り , 適切 な 医師 と 認め られ ゝ ば 数 年 後 正式 の ス 
タッ フ に な れる わけ で ある 。 

この 課程 は 誰 で あろ うと , 例え ば 大 学 の 教授 
を し て いた よう な 業績 の ある 著 明 な 人 物 で も 全 
く 同様 に 扱わ れ , 以前 教授 を し て いた 者 , 著 明 
な 人 物 が 開業 し て 病院 に スタ ッ フ の 申し 込 を し 
た 時 も , 名 も な い 町 の 開業 外科 医 が その 教授 の 
教授 の 行う 手術 を 監視 する と 言う 事 に な る 。 
さて 病院 か ら ス タッ フ に な る 許可 を 得 た 医師 
は 患者 を 入院 , 手術 , 検査 する 為 に 病院 に 送れ 
る わけ で ある 。 一 方 , 医師 は 町 に 外来 の 診療 所 
を 持ち 。 ここ で 加 者 を 診療 する 。 耳鼻 咽喉 科 の 
場合 専門 科目 で ある の で 患者 は 他 の 医師 か ら 紹 
介さ れ て 来る 。 例 えば 耳 が 痛い と か 咽 が いた い 
等 の 時 は 最初 は プラ イマ リー ケア の 医師 の 所 に 
IN。 ブラ イマ リー ク ケアー と 貼っ て も 家庭 医 で 
あっ た り ,。 小児 科 医 で あっ た り , か か りつ け の 
一 般 内 科 の 医師 で あつ た りす る こと も ある 。 急 
性 中 耳 炎 , 急性 扇 桃 突 等 の よう な よく ある 急性 
上 気道 炎 は 彼ら が 治療 処置 し て し まう こと が 多 
Ms 
耳鼻 咽喉 科 専 門 医 の 所 に 直接 この よう な 患 者 
が 来る こと は ます な い 。 耳 鼻 科 的 手術 が 必要 と 
思わ れる 症例 。 困 雑 な 症例 で 詳し い 診 察 検査 を 


要する 時 に は 紹介 状 で 耳鼻 咽 只 科 に 送っ て 来る 。 


送ら れ た 耳鼻 科 医 は 万 全 を 尽 し て 良い 医療 を 行 
う よ う に 努力 する 。 例 えば 手術 し て 結果 が 悪 か 
っ た り 合 併 症 を 起 し た りす れ ば , 紹介 きれ る 
者 の 数 は 悲劇 的 に 減っ て し まう 。 それは 紹介 し 
た プラ イマ リー ケア の 医師 も 結果 的 に は その 愚 
者 に 非難 され て し まう か ら で あ る 。 そ の 人 為 に も 
医師 , 特に 専門 医 は 卒 後 教 育 を 自ら 心がけ て お 
く 必要 が ある 。 

医療 の 世界 は 常に 新しい 学説 , 治療 及び 診断 
法 が 日 進 月 歩 の 状態 な の で それ 等 を 常に 勉強 し 
て , 現代 の 医学 に お くれ な いよ う 習 得 し て お く 
事 が 必要 で ある 。 そ の 人 為 に は か な り の 読書 時 間 , 
研修 会 , 学会 参加 を 必要 と する 。 最 近 で は 州 政 
府 が これ を 義務 づけ に し 医師 開業 免許 の 二 年 毎 
の 更新 の 際 , 卒 後 教育 を 60 時 間 以 上 何ら か の 形 
で 証明 し な けれ ば 更新 出来 な い 州 が 増え て き て 
いる 。 勿論 これ ら の 深 業 教育 は 研修 会 で も 学会 
参加 で も 費用 が か ヽ ゝ る が , 全部 必要 経費 と し て 
税金 の 対象 額 か ら 免 除き れる 。 

米国 で は 医師 の 診察 室 を オフ ィ ス と 呼ぶ 。 

の オフ ィ ス に は 高価 な 語 所 
資 し な いで , その 様 を 機械 を 使用 し て 熟練 し た 
医師 や 技師 が いる 病院 や 他 の 医療 施設 へ 加 者 を 
送る 事 が 多い 。 す る と 正確 な 診断 を つけ て 愚 者 
を 送り 返し て くれ る の て で 送っ た 開業 医 も 勉強 に 
な る 。 そ し て 高額 な 投資 を し な く て も 十分 や っ 
て ゆけ る の で ある 。 

耳鼻 科 医 の 初診 料 は 39 ド ル (10140 円 )。 同じ こ 
と が 日 本 で は 保険 制度 で それ ぞ れ 1200 円 で ある 。 
米国 で は 医師 な り , 聴覚 学者 . また は 聴覚 技師 
が 聴力 検査 を 行う と 70 ド ル (18200 円 ) 日 本 で は 
2400 円 。 競 膜 切開 が 60 ド ル (15600 円 ) 日 本 で は 
1100 円 , 顕微 鏡 を 使用 し て も 2200 円 で ある 。 病 
院 で の 扇 桃 摘出 術 が 400 ド ル (100400 円 ) に 対し 
日 本 で は 19000 円 と 余り に も 医療 費 の 格差 が 激 
し い 。 鼓 膜 形成 術 は 2200 ド ル (572000 円 ), 日 本 
で は 166000 円 と な っ て いる 。 経費 の 面 で は 人 件 
費 以 外 は すべ て 米国 の 方 が 安く , 日 本 で は すべ 
て が 経費 高 と な っ て し まう 。 

米国 で は 外来 患者 は すべ て アポ イン ト 制 で 一 
人 当り 15 分 一 30 分 位 の 時 間 を か け て 診療 する 。 
これ 以外 に 手術 費 そ の 他 の 収入 が ある の で 生活 





こ は 普 通 は 困ら な い 。 そ の 反面 医療 事故 , 医事 
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い 医 事 紛争 の 増加 の 為 に この ま ヽ で は いけ な い 
と 医師 会 で 強く か ん じ , 医師 の 個々 の 能力 を 向 
上 させ て 自己 防 負 を させ よう と いう 目的 で , 厳 
し い 卒 業 教育 を 行う よう に な っ た 。 そ の 結果 ど 
ん な 小さ な 離れ た 町 で 開業 し て いて も 卒業 教育 
は し っ か り 出 来る よう に な っ て いる 。 

耳鼻 科 の 医療 事故 保険 料 は 大 体 年 間 で 14,000 
ドル か ら 22.000 ド ル 位 (300 万 円 か ら 570 万 円 ) 
で ある 。 こ の 医療 事故 保険 に 入っ て いる 事 を 開 
業 の 際 に 義務 づけ て いる 州 が 大 部 分 の よう で あ 
る 。 

5 . 日 本 で の 開業 

十 数 年 間 米 国 で 研修 し , 最後 の 数 年 間 を 当地 
に て 開業 し て か ら 日 本 に 帰国 し て 開業 し て ゆる 
と , あり と あら ゆる 障 得 に ぶつ か る 。 

こ ヽ で の 開業 医 は 卒 後 教 育 等 の 勉強 制度 が な 
い の で , 最新 の 情報 医学 に 追い つい て 行く こと 
が 困難 で ある 。 開業 医 は いわ ゆる 町 医者 で 一 流 
の 医師 で は な い , と いう 世間 の 人 々 及び 大 学 病 
院 に いる 医師 達 の 考え , 大 き な 手 術 ま た は 詳し 
い 検 査 等 の 依頼 に , 大 病院 や 大 学 病院 に 送る 事 
が 将 し い 愚 者 を 送っ て も その 後 ど うな っ た の か 
わか ら な く な っ て し まう 。 つ まり 閉鎖 的 を の で 
ある 。 

更に 医療 報酬 が 極端 に 低い この こと も 大 き な 
問題 で ある 。 医療 費 が 安い と いう 事 は 間接 的 に 
は 人 間 の 生命 が 日 本 で は 安い と いう 事 と 同じ よ 
うに 皿 お あれ る 。 

例え ば 忠 垂 衝 の 手術 費 を 各国 別に 主 に 産業 国 
を 調べ て みる と , 日 本 だ け 極 端 に 安い 。 一 方 生 
活 費 の 方 で は 日 本 が 一 番 か 二 番 に 高い 。 

この よう な 状態 で は 日 本 で は か な り 多 く の 患 
者 を 診療 し て 忙し くし て いな けれ ば , 経済 的 に 
参っ て し まう 。 そ の か わり 軸 者 へ の 教育 。 コム 
ニケ ーション の 面 で は 大 変 仙 弱 な させ ざる を 得 
な い 。 よ い 診 療 を し よう と 思っ て も な か な か 時 
間 と 余裕 が 与え られ な い 。 そ の 結果 多数 の 患者 
が 犠牲 と な っ て し まう 。 

一 方 医師 の 方 と し て は 各々 一 城 の 主 な の は よ 
い が 何 も か も 一 人 で する 人 為 。 忙し く な り 精 神 的 
に も 肉体 的 に も 療 れ 果て , 卒業 教育 の こと を 考 
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える 時 間 も 体 力も ,。 あげ く は 精神 も な く な っ て 
し まい つ ゝ ・ あ る の で ある 。 自分 を 省 み て こん な 
状態 で は いけ な いと , し み じ み 考え て し まう 。 
果して 日 本 の 医療 は この ま ゝ で よい の だ ろう な か 。 





北大 で の 同級 生長 野 泰 一 君 は 子 科 時 代 に は 机 
を 並べ て 勉強 し た 伸 で あっ た 。 彼 は 大 変 な 勉強 
家 で 卒業 し て 間もなく パス ツー ル 研 究 所 に 留学 
細菌 学 を 研究 。 帰 朝 後 伝 研 に 入り , 東大 教授 と 
な り , 今 は 名 准 教 授 で ある 。 イ ンタ ー フ ェ ロ ン 
を 世界 で 最初 に 発表 し た の も 彼 で ある 。 

一 昨年 恩賜 賞 を いた だ き , 学士 会 々 員 に な っ 
た 。 その 時 東京 方 面 の 同級 生 が 集 っ て 祝賀 会 を 
東京 で 開催 し た 。 そ の 席 上 久し振り だ が 札幌 で 
も クラ ス 会 を 開く よう 員 事 に 依頼 する 。 

私 達 は 昭和 7 年 の 卒業 で ある の で , 医学 部 七 
期生 と も いう 。 ラ ッ キ ー セ ブン の 言葉 に あや か 
る つも りか , 昭和 57 年 7 月 7 日 に 札幌 の 第 一 
テル 新館 に 集 る 。 私 は 数 を 年 で 77 歳 で ある 。 

昭和 7 年 の 卒業 時 に は 69 名 で あっ た が , この 
時 の 生存 者 は 29 名 で ある 。 その の ちまた だ , 2 名 
死亡 する 。 上級生 より も 死亡 率 が 高い 。 子 科 時 
代 は 元気 が よい 腕白 者 の 集 り で あっ た 。 い た ず 
ら が 過ぎ て 夏 に は 教師 の チョ ー ク 箱 に 蛇 を 入れ 
て お いた り , 冬 は 教壇 の 上 の 天井 に 雪 を 打ち つ 
け て お き , 何 分 か た つと , 天井 か ら 零 が 滴る よ 

な だ わい な いい だ た ずら を し た こと も ある 。 

死亡 率 が 高い の は 若い 時 張り 切り すぎ た せい 
か と も 思う 。 

そん な わけ で クラ ス 会 に 出席 もじ だ の は 1 名 だ 
け で 欠席 し た 同級 生 は 皆 老 人 病 で 身体 の どこ か 
が 悪い 。、 ね た きり の も の も いる だ ろう し , 附 添 

が な けれ ば 歩け な いも の も いる だ ろう 。 ま こと 
に 情け な い 有 様 で ある 。 

し か し 集 っ た 連中 は 夫人 同伴 が 多く , 皆 元 気 
が よい 。 

「 や あ , 久し振り だ な , 元気 の よう だ な あ , よ 
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か っ た な あ 。」 と 言い あう 。 

自分 も よく 年 の 割 に 若い と は れる が , どう し 
て も 10 歳 くら い 若 く 見 そえる の も 1 人 いる 。 集 っ 
だ た も の は それ ぞ れ 仕事 も し っ か りや っ て いる よ 
う で ある 。 

恩師 大 野 精 七 先生 に ご 出席 し て いた だ く 。96 
蔵 の ご 老 体 で ある が , 大 変 な お 元気 で ある 。 北 
大 教授 時 代 に 始め て スキ ー を 習得 され, 大 学 の 
スキ ー 部 長 も お や り に な り , 日 本 スキ ー 界 の 大 
御所 に な られ て , 冬期 オリ ム ピ ッ ク を 札幌 に 迎 
え だ の も 先生 の お 力 に よる と ころ が 多い 。 オリ 
ム ピ ッ ク の お 陰 で 札幌 市 の 得 た 利益 は 英 大 で あ 
る 。 

大 野 先生 は 東 日 学園 大 学 学園 長 で あり , 島松 
ゴル フ 場 の 社長 も 兼ね て お られ る 。 ゴ ルフ は 周 
2 回 は ハー フ だ け プ レー され る そう で ある 。 同 
級 生 の うち ゴル フ に 熱心 な の は 私 だ け で ある 。 





お 前 は 大 野 先生 の 側 に 入れ と いわ れ た だ た ので, お 
話 相手 に な っ た が , 「 先 生 ゴ ル フ の スウ ィング を 
し て 見 せ て 下さ い 」 と 申 上 げた ら , 気軽 に 起立 
し て スウ ィング の 格好 を し て 下さ る 。 路 驚 す る 
ほど お 若い 動作 で ある 。 





その 上 若返り 法 だ と いっ て , や た ら に 手足 や 
頭 を 動か す 先 生 独 自 の 体操 を 披露 され る 。 


大 野 先生 は 少し 早 目 に お 帰り に な られ る 。 
その あと 同 級 生 同志 の 話 が 弾む 卒 業 し て か 
ら 半 世紀 の つも る 懐 旧 談 に 花 が 咲く 。「 め ぐる 錠 


夜 も 更け て 北斗 傾く 《 下 璃 の 窓 …… 。 は 寮 歌 の 一 
節 だ が それ に 相応 し い 状 態 の 再現 で ある 。 一 同 
例 に よっ て 「 都 ぞ 弥 生 の 雲 柴 に , 花 の 香 漂う 宴 
の 巡 ……・ sg と 若返っ て 変 声 を 張り 上 げ る 。 

ホテ ル は 幹事 の 知り 合い で ある 。 北 海道 の 山 
海 の 珍味 が 出る 。 心 の こも っ た 料理 , 昔 食べ た 
懐 し い 料 理 , 当 夜 の ビー ル は 特に お いし い 。 わ 
れ 等 は サッ ポロ ビー ル で 酒 の 味 を 覚え た の で あ 
る か ら で あ る 

当 夜 は 札幌 唇 住 の 同級 生 も ホテ ル に 泊っ て く < 
4 の っ 


翌朝 は 一 諸 に 朝食 を すま せ て か ら , それ ぞ れ 
帰宅 する こと に な る 。10 年 後 の 60 周 年 の クラ ス 
会 は お そら く 開 催す る こと は な いで あろ う . 


私 の 場合 , 今度 の 旅行 は 夫婦 同伴 で ある 。 順 
座 は 逆 に な る が 今回 の 旅行 の 出だし か ら 記 述 す 
る と 。 7 月 3 日 午前 10 時 20 分 羽田 空港 を 発つ 。 
昨夏 は 関東 地方 は 冷夏 で , 初夏 だ と いう の に う 


すら 寒い 毎日 の 天候 で ある 。 合 着 の 姿 で 羽田 で 
飛行 機 に 乗る 。 北 海道 の 夏 は よく 知っ て いる つ 


も りな の で 相当 に 防寒 の 用 意 を する 。 夫婦 共に 
未だ 行っ た こと の な い 利 尻 や 礼文 に 行っ て みよ 
うと 相談 し た 結果 の 旅行 で ある 

午前 11 時 45 分 千歳 に 着く 。 人 を と っ て か ら 
12 時 55 分 発 の 飛行 機 に 乗り 換え て 稚内 に 行く 。 
る 旭川 辺 の 田 南 は 青々 と し て いる 。 稚 
内 に 着い た の は 午後 2 時 で ある 。 

空 は 晴天 で 空気 は 乾燥 し て 気温 も 高く 著 い く 
。 札幌 に 7 年 間 を 過 し , 7 月 に な 


て も 失い 日 が あり マン ト を 着 て 戸外 を 歩い た お 


ジル ら 見 


らい で ある 


( ぼ え も ある が , 今回 は 北海 道 と 本 州 の 気候 を 入 
れ 堆 えた よう な 感じ で ある 。 北 海道 は 毎日 暑 過 

ぎる よう で ある 。 日 中 30C 以 上 も ある 。 

稚内 に 着い た 時 間 が 早い の で きろ べつ 原野 に 
行く こと に する 。 タ クジ ー を や と 3 途中 (は 丘 
陵 地 淀 で な か な か 広大 で 一 見 荒野 の よう だ が 大 
体 は 牧場 に 使わ れ て いる よう で ある 。 人 口 も 少く 
過疎 地 で ある 。 車 数 の 貴 ら な 国道 40 号 を 南下 する 。 
道路 は よく 整備 され て いる 。 約 40km ド ライ ブ し 
て 温泉 の ある 豊富 町 の 地区 に ある 原生 花園 に 到 
着 す る 。 ツ ンド ラ 地 帯 で も る の で 荒 室 と し て 光 
し い 。 混 地帯 の わけ だ が 草原 が 乾燥 し て いる 
可 焼 な 花 が ちら ほら 咲い て いる に 過ぎ な い 。 中 
心地 に バラ ッ ク の レス ト ハ ウス が 数 軒 あ り , 茶 
店 や 土産 屋 で ある 。 何 か お 祭り で も ある の か < 
トカ ー も 駐車 し て いる 。 こ の 地区 は 利島 や 礼文 
と 共に 一 つの 国立 公園 と し て 指定 され て いる 。 
同じ 道路 を 稚内 に 帰る 。 そ れ か ら ノ シャ ッ プ 岬 
や 水族 館 を 見 学 す る 。 





り し た 綺麗 な ホテ ル 
変 感じ が よい 。 
こ 入 っ た 放す 


ホテ ル に 着く 。 小 じん ま 
で ある 。 サ ン ホ テル と いう 。 大 変 
喫茶 室 の 赤 二 恥 の 内 装 が と て も 気 ! 
ぐ そ ば に 稚内 港 や 稚内 駅 が ある 。 

ある 魚 料理 屋 に 入る 。 ノ シャ ッ プ の 味 を 満喫 
する 。 酒 は 地酒 で ある 。 久し振り に 北海 道 の 魚 


の 味 に 舌鼓 を 打つ 。 名 も 知ら ぬ 魚 を あと か ら あ 
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と か ら 目 の 前 で 料理 し て くれ る 。 ゲ テモ ノ が 多 
い の で どう か と 思っ た が 家内 も 結構 よく た べ る 。 
和 客 は 未だ 私 た ち 夫 婦 2 人 だ け で ある 。 夜半 の 和 客 
で 賑 っ て いる 店 か も 知れ な い 。 

翌朝 7 時 利尻 行 の 船 に 乗る 。 海 上 は 静 で ある 。 
約 2 時 間 で 利尻 島 穫 泊 港 に 着く 。 早 速 タ クシ ー 
を 頼む 。 利 島 を 一 周 す る 。 島 の 中 央 に 標高 1719 
m の 利尻 富士 が な ある 。 美しい 姿 を し て いる 。 そ 
の 裾野 は 海岸 で ある 。 海岸 の 道路 を 左 廻 り に ド 
ライ ブ す る 。 頂上 辺 に 白 〈《 く 輝く 〈 委 湊 が 山 の 風 景 
を 引き 立て て いる 。 

この 原稿 を 書い て いる 時 丁度 西田 敏行 が NH 
K テ レビ に 出 て 「 最 北 の 海 と 人 情 」 が 上 喘 さ きれ 
た 。 打 泊 の 旅館 内 で 108 名 の 料理 を 汚い 手 で 手 伝 
っ て いる 。 あ の 料理 を 食べ る お客 さ ん は 気の毒 
だ と 思う 。 映画 で は 利島 周囲 60Ecm の サイ クリ ン 
グ も や る 。 姫 沼 の 観光 に つい て 語る の を 聴く 。 

私 達 の 車 は 前 進 す る に 従い 海岸 の 風景 が 絵 の 
よう で ある 。 そ え ぞ きす げ や 名 も 知ら な い 和 白い 花 が 
岩上 で 海風 に ゆれ て いる 。 途中 姫 沼 の 売店 で 基 
上 貝 の 焼い た の を 食べ た が 磯 の 香 が 味 を 一 層 引 き 
66 の.o 

答 泊 に 戻っ て ある 料理 屋 で 恒 食 を と る 。 雲 
飯 を 注文 する 。 雲 崩 に 目 の な い 家 内 は と て も お 
いし か っ た か ら 雲 凡 飲 の こと を 書け と いう 。 獲 


テコ 





れ た ば か り の 新鮮 な 味 が 忘れ られ な いと いう 。 








午後 2 時 45 分 再び 稔 泊 港 で 乗船 し , 3 時 35 分 
礼文 島 南 端 の 香 深 港 に 着く 。 な か な か 良い 港 で 
礼文 島 か ら 見 る 利島 富士 は 印象 が 深い 。 

香 深 の ホテ ル は 三井 観 ホ テル で ある 。 ホテ 
ル か ら 見 た 防波堤 や 燈台 や 利島 富士 の 夕 影 を 心 
ゆく まで 眺め る 。 青 き 空 に 透 き 満月 が か か る 。 
これ も 寮 責 の 一 節 で ある 。 

翌朝 ホテ ル に 頼ん で お いた タク シー が 来る 。 
礼文 一 周 の 約 東 で ある 。 

また も や 海岸 線 に 沿っ て 走る 。 奇岩 怪 岩 が 稚 
り 立 ち , 青空 は 浴 み 切っ て 紺碧 で ある 。 た ゞ 少 
々 風 が 強い 。 民家 の 庭 に は 濃い 紫 の ルビ ナス の 
花 が 風 に ゆれ て いる 。 礼文 島 最 北端 の スコ トン 
岬 に 行く 。 岩間 に は 間宮 海峡 の 荒波 が 押し よせ 
て 砕け る 。 樺太 が 近い と いう 。 大 東亜 戦争 の 悪 
夢 を 思い お こす 。 

有名 な 桃 岩 は 西風 が 強い 。 吹き 飛ば され そう 
に な る 。 可 焼 な 高山 植物 が 数 知れ ず 咲 いて いる 。 
地面 に 咲い て いる エー デル ワイ ス を 久し振り に 
見 る 。 

礼文 は 昆布 , あわ び , うに の 宝庫 で ある と い 

う 。 島 を 一 名 り し て 香 深 に 戻る 。 

帰り の 船 に 乗る 。 楽し か っ た 両 島 を あと に し 
て 船 は 惹 な く 稚 内 に 着く 。 

稚内 駅 発 午前 11 時 55 分 , 天 北 線 廻 り 急 行 に 乗 
る 。 オ ホー ツク 海 を 左 に 見 て 列車 は 進む 。 空 は 
晴天 , 気温 は や た ら に 高い 。 冷 房 設備 の な い 急 
行列 車 で ある 。 室 内 は 40C 位 は あり そう で ある 。 
羽田 で 寒かっ だ の に まる で 逆 で ある 。 フェ ー ン 
現象 か 何 か 知 ら な い が , 私 が 北海 首 で 経験 し た 
最高 の 温度 で あろ う 。 音 威 子 府 あ た り , 鉄道 の 

左右 に 見 える 白樺 が や た ら に 高 本 に 感じ られ る 。 
高き は 20m 位 は ある よう で ある 。 地味 が 合う の 
だ ろう 。 指 い 北 海道 に 適し て いる の だ ろう が 白 
樺 が この よう に 高い と は 思わ な か っ た だ た 。 白樺 の 


林 を 両側 に 眺め な が ら 列 車 は 旭川 市 に 到着 する 。 
バス で 層雲 峡 に 向う 。 途 中 雪 肖 の ある 大 雪山 が 
は る か 前 方 に 見 える 。 し ば らく この 辺 に 来 て い 
な か っ た が 市 街 も 田舎 も 大 層 よ く 開 発 さ れ て い 
る 。 層雲 峡 に 来る の は 三 度 目 だ が , その 間 に ヵ 
リフ ォ ル ニア の ヨセミテ ケ 送 谷 を 見 て いる の で 層 
生 峡 が 小さ く 見 える 。 ス ケー ル の 小さ い の は 如 
何と も し が た い だ ろ う が , 日 本 で は 第 一 級 の 肖 
谷 で あろ う 。 

層雲 峡 観光 ホテ ル に 和 宿泊 する 。 

翌朝 早く ロー プ ウ ェ ー と リフ ト を 利用 し て 黒 
知 登 山 を 試み る 。 リ フト 終点 の 店 で プ ム 長靴 を 


音 り る 。 雪 湊 は 普通 の 靴 で 登る の は 容易 で な い 。 


天気 は 大 変 よ い 。 雪 涯 は 例年 より 大 きい そう 
で ある 。 毎週 ブル フ で 足 を 鍛え て いる の で この 
位 の 山道 は 平気 で ある 。 5 年 前 夫婦 で ヒマ ラ ヤ 
に 行っ た 時 は 家内 の 方 が 強かっ た が , 今度 は 家 
内 の 方 が フー フー 言っ て 登る 。 一 時 間 半 位 で 頂 





上 に 行け る の だ 。 途中 の 草むら に は 高山 植物 の 
いろ ん な 種類 が 一 斉 に 咲き 競っ て いる 。 黄色 い 
花 が 多い が 青空 の 下 で 一 層 美 し く 見 える 。 あ ち 
ら こ ちら に 時 百 合 が 群 を な し て 咲き ほこ っ て い 
6 

一 時 間 半 も 登っ て あっ と 稀 く ほど 前 方 が 開け 
る 。 黒 闘 の 頂上 に 着い た の で ある 。 

パノラマ 写真 を 撮っ た が 横 に 長 す ぎる の で 会 
報 に 載せ る こと が で きる か どう か 。 大 雪山 の 全 
貌 を 一 目 に 収め る 事 が で き て 夫婦 共 大 い に 満 足 
する 。 軽い 足取り で 山 を 降り る 。 

トド 山 し て か ら 層 雲 峡 を 散歩 する 。 もう 一 夜 層 
雲 峡 に 過 し て いよ いよ 札幌 市 1 条 西 11] 目 の 第 
ー ホ テル 新館 に 到着 する 。 荷物 を ホテ ル に あず 


け て 北大 へ 向う 。 大 学 構内 の 建築 物 が 多 す ぎる 。 今 


札幌 の 自然 を 壊し て いる 。 

50 年 前 に は 学内 を 流れ る 小川 に は 春 は 水 間 克 
が 咲き , 秋 に は 鮭 が 上 っ て きた 。 自然 その も の 
だ っ た 。 ポ プラ 樹 も 太く な っ た 。 植物 園 に も 行 
く 。 植物園 は 著 と 変り が な い 。 

札幌 の 帰途 柔 園 に で きた 中 央 卸 市 場 に 立ち 寄 
り 。 土産 の 鮮魚 や 乾物 を 買う 。 午 後 千歳 空港 で 
飛行 機 に 乗り 無事 帰 旗 する こと が で きた 。 

尚 。 昨 春 大 野 先生 は 胃癌 に な られ , 進ん で 手 


術 を 受け られ 暫し て ご 逝去 に な られ まし た 。 


合 党 いた し ます 。 





ーーmwーーーーー こ 


ーーー デ ーー ーー 


ーー 


『 


ーーー の か ーーーーー- 還 。 





2 フーン プ UN 10。g 還 


カナ ダ は 見 た いと 願っ て いた 国 の 一 つ な の で , 
また 日 通航 空 の 募集 に 参加 し た 。 勿論 日 本 の 27 
倍 も ある カナ ダ の バン クー バー 付近 の ご く 一 部 
を みる だ け で は ある が 。 

8 月 7 日 午後 4 時 半 、 成田 に 集合 し て みる と, 
70 歳 を 越し て も 元気 な 坂本 先生 , 適齢 期 の 娘 さ 
ん を つれ た 山田 先生 夫妻 , 副島 先生 夫妻 , 私 共 
の 計 8 人 の 小 人 数 。 こ の 種 の ツア ー は 最少 催行 
人 員 が 決っ て いて , 確か この ツア ー も 15 名 で あ 
っ た と 思っ た が , ちゃ ん と 添乗 員 が つい て 何 を 
する に も まとまり が よく , 集合 時 間 に 遅 れる と 
いっ だ こと は 1 回 も な か っ た 。 

午後 6 時 45 分 発 の カナ ダダ 太平 洋 航空 の ジャ ン 
ボ 機 で 笑 熱 日 本 列島 を 後に し た 。 

8 月 7 日 ( 昌 

バン クー バー は 今日 が 7 日 の 日 曜日 。 時 差 16 
時 間 だ が 夏時間 な の で 17 時 間 。 

午前 11 時 半 到 着 。 快 晴 。 や は り 東京 に 比べ る 
と か な り 乾 燥 し て いて 涼し い 。 機内 アナ ウン ス 
で は 23C と 言っ て いた 。 2 時間 の 待合 せ で 再び 
飛行 機 で ロッ キー 山脈 を 越え て カル ガリ ー へ 、。 
飛行 機 も 少し 小さ く な り , よく 晴れ て いる の で 
白雪 を 頂く 連山 や 沢山 の 湖沼 が みえ る 。 

カル ガリ ー 着 午後 4 時 。 カ ル ガ リ ー は さら に 





2 パンフ の 町 


1 時 間 の 時 差 が ある 。 空港 で 待っ て いた の は 20 
茂 ぐ らい の 人 金髪 の た くま し い 娘 さん の 運転 する 
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村 本 俊 『 郎 


マイ クロ バス (10 人 乗 )。 彼 女 は アル バイ ト 学 生 
の よう だ が , トラ ンク を 屋根 に 積む 時 を な ど 均 整 
の と れ だ た すばらし い 肉 体 美 を みせ る 。 

平野 部 の カル が ガ リー から, ロッ キー 山中 の 町 
バン フ へ 国道 1 号線 を 走る 。 片側 三 車線 の 高速 
道路 だ が , 日 本 より 車線 が 広い の で 走っ て いて 
も ゆう だ りり と だ だ ES 

6 時 バン フ の マウ ント ロイ ヤル ホテ ル に つく 。 
まだ 陽 が 高い 。 日 が 暮れ る の は 10 時 だ と 言う 。 
ホテ ル の 設備 は まず まず だ が 西 日 を 受け て 少し 
暑い 。 だ た だ 水道 の 水 は も の すご く 冷 た く て うま 
い 。 早 速水 割り を 作っ て 楽し む 。 大きな ロブ ス 
ター の 夕食 後 散 歩 に 出る 。 小さ な 町 で カス ケー 
ド ,。 ラン ドル , サル ファ ー。 ノー ケイ な どの 山 
々 に 囲ま れ , スイ ス に 似 て いる 。 





途中 立 寄 っ た 溢 


8 月 8 日 衣 

7 時 半 , 昨日 より 少し 大 きい マイ クロ バス で , 
コロ ン ビ ア 大 氷河 見 物 に 出発 。 運転 手 兼 が イド 
は 星野 さん と 言う 日 本 の 男性 で , スキ ー を 教え 
に 来 て 永住 権 を 得 た と 言う 。( ス キー は 相当 な 腕 
前 だ ろう , ゴル フ も 上 手 の よ うだ 。) 晴れ だ が 少 
し 雲 が あり , 大 部 涼し く ガ イド さん は 暖房 を 入 
れ ま し ょ うか と 言う 。 名 れ 程 で も な い 。 

国道 1 号線 を 北上 途中 レイ クル イー ズ に 立 寄 
る 。 こ ヽ ゝ は 明 晩 泊る 子 定 だ が , 天気 が 悪化 する 
と 見 られ な く な る の で 寄っ て ゆく と 。 お 城 の よ 





/〆 





雪 上 車 

な 大 き な ホ テル , 湖 の は る 
評判 通り の 美しい 湖 だ 。 

国道 1 号線 に も どる と すぐ 右 に 別れ , ジャ ス 


か 向う に 大 氷河 。 


パパ ー に 向う 国道 93 号 線 に 入る 。 ヘ クタ ー 湖 , ボ 
一 湖 、。 ペ イト 一 湖 な ど 多 数 の 湖 が 次 か ら 次 へ と 





コロ ン ビ ア 大 氷河 


美しい 突 を みせ て くれ る 。11 時 ジャ スッ パー に 近 
ア 大 氷河 の 前 に つく 。 

軽食 堂 で サン ドウ イッ チ , スネ スープ, 果物 な ど 
好き な も の を 選ん で 出口 で 支払 っ て 席 に つく 。 
1 人 10 ド ル ぐ らい 。 上 着 を 着 て 二 度 よ い 。 和 観光 
客 は か な り い る が , 日 本 に 比べ る と 少 い 。 

12 時 半 , 別 の バス に 他 の 観光 客 と 共に 乗り , 
1 km 程 合 っ た 所 で 雪上 車 に 乗り か える 。 も の す 
ご い タ イ や だ 。 こ れ で 急坂 を の ろ の ろ と 下り , 
氷河 の 真中 に 出る 。 氷河 に 降り 立つ と 氷 は 青み 
が か っ て よく すべ で べり, あちこち ちょ ろ ち ょ ろ と 


Ma ココ セロ ジン 


水 が 流 れ て いる 。 二 ロ 三 ロロ の ん で みる が 冷 い た 
け で 変っ た 味 も し な い 。 氷河 の 奥 は , は る か に 
つづ いて 少し づ ょ 動い て いる と 言う 。 
こ ゝ か ら 引 き 返 し て も と 来 た 道 を バン フ へ 。 
人 中 夕立 に 会 っ た が すぐ 晴れ た 。 
ラフ の 夕食 は ま づ ま づ だ っ た 。 
8 月 9 日 淡 
今朝 は 雲 一 つない 快晴 。 今 日 は レイ クル イー 


ロー スト ビー 


ズ へ 出発 する 午後 4 時 まで 自由 行動 。 夫 妻 共に 
ゴルフ を する 副島 先生 の 他 は サル ファ ーママ ウン 
デン 区 る ご ど に ずる 。 





サル ファ ー マ ウ ン テ ン の 頂上 


ホテ ル の 前 か ら 9 時 10 分 発 の バス に 乗る 。 バ 
ス , ケー ブル 佳 復 切符 が 11 ド ル 。 有 名 な バン フ 
スプ リン グ ホ テル に 寄っ て 10 分 程 で ケー ブル 乗 
り 場 に つく 。 4 人 乗り ゴン ドラ で 大 し て 待た ず 
に 乗れ る 。 頂上 か ら の 眺め は すばらし い 。 カス 
2 ショ Ri 語 ーー ゲイ な . ど 近く の 中 寄 203 
ら 害 を 頂く ロッ キー の 連山 が 視界 の 届く 限り 見 
渡せ る 。 眼下 に は バン フ の 町 スプ リン シングス ホ テ 
ルレ ルレ, ホテ ル か ら ボ ーー 川 に 添っ て 広がる 有名 な ゴ 
ルフ コー ス 。 あ と で きい た 所 , 副島 先生 夫妻 と 
添乗 員 は スタ ー ト を 予約 し た 処 5 時 し か な いと 


ーー アツ ーー アツ ーーーー ペ ーーーーーー 


ーー 


ネン ーーー mar 


cp と: ニュ 


ーー 





言わ れ て 打っ ぱな 
ら め た と の 事 。 
来る そう だ 。) 


し の 練習 場 で 一 汗 か いて あき 
(5 時 スタ ー ト で ワン ラウ ンド 出 





ラチ ァ の 頂上 か ムシ ラ だ = 表 

さん さん と 陽 が ふり そそ 
歩き 縺 る と 汗ばむ 。 展望 合 の 中 の 軽食 堂 で サン 
ドウ ィ ッ チ 。 ジュ ー ス の 和信 食 を と りな 
が ら ゆ っ くり と 展望 を 楽し む 。 午後 1 時 下山 し 
スプ リン グ ホ テル で バス を 降り 。 ホテ ル の 裏 へ 
廻り ゴル フ コ ー ス の スタ ー ト 地点 を 横切っ て ボ 
一 川 の 川岸 に 出る 。 山 の 上 か ら 白 くみ えた の は 


ボー 滝 と 言う 瀬 の よう な 


ーー 


可愛 らし い 滝 で 。 こ ょ ・ 





か ら バ ン フ の 町 まで 1km 余 り を 散歩 し た が 木藤 
な 叫 語 が 拓く の ん が り し た びき の ほ た 。 


4 時 半 金 粗 の 女子 大 生 の マイ クロ バス で レイ 
クル イー ズ へ 。 昨日 見 た お 城 の よう な ホテ ル の 
三 階 。 湖 に 面 し て よい 室 だ 。 夕食 は 大 き な 紅 鮭 
に マヨ ネー ズ を か けた も の 。 半分 も 食べ られ な 
い 。 味 も も 一 つ 。 夕 食後 湖畔 を 散歩 。 家 内 は 
人 で 湖 の 奥 ま で 行っ て ビー バー と な き 兎 に 出合 
っ た と 言っ て 大 喜び 。 バ ン フ の 和 宿 は 少し 閉 い 感 
じ だ っ た が , この ホテ ル は 夕 風 が つめ た い 程 涼 
し か っ だ た 。 大 き な ホ テル で あっ た が 満員 の よう 
っ . だ 。 


ぎ 半 ソ デ で 丁度 ま 5L 
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8 月 10 日 中 

快晴 。 今 日 は 列車 で バン クー バー へ 向う 子 定 
で ,。 出発 時 間 の 12 時 45 分 迄 自由 行動 。 

近く の ホワ イト ホー ン と 言う 山 に ケー ブル が 
ある の で , 坂本 先生 と 行っ て みよ うと 言う こと 
に な っ た が , 私 は バス の 運行 が 心配 で あっ た 。 
添乗 員 に バス の 運転 手 に きい て も ら っ た 所 , 時 
間 的 に 無理 と いう こと で 中 止 。 こ の くら い の 会 





レイ クル イー ズ 


話 が 自分 で で きる と いい ん だ が 。 

湖畔 の 林間 を 登っ て マイ ナー レイ ク と 言う 池 
まで 往復 2 時 間 の ハイ キン グ 。 樹 間 か ら 湖 や 氷 
河 が ちら ちら みえ そる し , 足もと に は 可 焼 な 草花 
そし て よく 穫 人 に 出合 っ た 。 

12 時 , ホテ ル の 食堂 で サン ドウ ィ ッ チ と ビー 
ル を 注文 し た が サン ドウ ィ ッ チ は 間に合わ な か 
っ た 。 給仕 の 女の子 は 「Very Busy」 と 言っ て , 
つん と し て そっ け な い 。 幸い 昨日 添乗 員 が 列車 
の 中 で られ に 硬 お も 2 季 着く 
よう に と の 話 が あっ て チー ズ ク ラ ッ カー や ハム 
飲み も の を 持っ て いた だ た 。 

バス で 10 分 で 素朴 な 駅 に つく 。 駅 舎 の み で 周 
囲 に 何 も な く 〈 駅 員 も 見 当ら な い 。 列車 は 大 部 お 
くれ て いる らし い 。 退屈 し の ぎ に 外 人 と 話し て 
みる が , こち ら の 言う こと は 何と か 通じ る よう 
だ が 相手 の 府 う こと は 。 と ころ どこ ろ し か お か 
ら ぬ 。 そ の 上 英 独 ご ちゃ まぜ で し ゃ べ っ て し ま 
う 始末 で 長く は つ ゞ か な い 

30 分 お くれ て 午後 2 時, 長い 1 日 1 本 の 列車 
が 到着 し た 。16 輔 編成 の 新幹線 より 長い 列車 の 
中 央 部 の 寝台 車 に 来る 。 専 用 トイ レ 洗 面 所 つき 
の 二 人 用 コン パー トメ ント は ゆっ た り し た 椅子 
で , 乗り 心地 は 満点 。 西 ドイ ツ の ライ ン ゴ ー ル 





マイ ナー レイ ク 


ド よ り 速 度 は お そい が の り 心 地 は こち ら が 上 。 
ウィ スキ ー を ちび ちび や りな が ら , 車窓 の 景色 

を た の し む 列 車 の 旅 は 大 好き だ 。 飛行 機 は 移動 
只 自 明 だ 宙 敵 記 癌 いさ う wy 列 婁 の 
も の が 旅情 だ 。 

5 時 半 夕 食 。 ス テー キ と 魚 料 理 の いづ れ か , 
と 言う の で 家内 と 一 つづ つ 注 文 し て 半分 づつ 食 
べ て みた が あま り 美 味 と は いえ な い 。 寝 台車 へ 
帰る と 車掌 が 来 て 。 アッ と 言う 間 に 二 段 ペ ッ ド 
を 作り 壮 半 時 重光 ま > サン キュ ェ ニ が 
昔 う けれ ど 当 然 と 言う 態度 。 ベ ッ ド は 応 ぐ て 
くね られ た 。 薄暮 の 頃 ど こ か し ら 長 いこ と 停車 
し , 乗客 は 外 へ 出 て ぶら ぶら し て いた 。 の ん び 
り し た も の だ * 





レイ クル イー ス 駅 


8 月 11 日 床 

バン クー バー は 技 り で 雲 が ひく 〈 降 り 出 しそ 
うな 空模様 。 の ん びり し た 列車 は 約 2 時 間 の お 
くれ で 9 時 到着 。 日 本 女性 ガイ ド の つい だ た バス 
が 待っ て いた 。 

ま づ 街 の 中 心 に ある ホテ ル ハ イア ッ ト に ゆき 
朝食 (バイ キン グ 。) 次 いで 市 内 観光 へ 。 バ ラー 
ド 入 江 に 突出 し た 半島 の よう な 市 内 第 一 の 公園 
スタ ン レ ー バ パー ク か ら ラ イオ ンズ ゲイ トブ リッ 
ジ を 渡り , カ ピ ラ ノ 湊 谷 に 入り 鮭 の 毅 化 場 を 見 
学 し たり, よく ゆれ る 長い つり 橋 を 渡っ だ たり 。 
ご SO ちり 5 人 用 REG20ー ン エリ ガベス スム 
園 へ 。 花 壇 は 見 事 で ある 。 

ホテ ル 近 く の チ ー ナ と いう 海産 物 土産 店 で 解 
散 。 鮭 の くん 製 な ど み や げ を 注文 し て か ら 市 内 
を 散歩 し 百貨 店 な ど み て 廻る 。 夕食 は タク シー 
で ヨッ トラ ペー バー の 前 の レス トラ ンズ へ 行 《 。 タ 
ラバ ガニ が 出 た が あま りう まく な い 。 副島 先 生 


夫 夫 は ほど ざ の 日 は ほ は ラウ シド し だ の と と で 夕食 計 
は みそ な か っ た 。 





8 月 12 日 命 

今日 は また 快晴 と な る 。 石井 さん と 言う 40 歳 
ぐら い の 男 性 が 運転 手 兼 が ガイド で , マイ クロ バ 
ス で バン クー バー 島 に ある ブリ デ ォ シュ コロ ンジ 


ーーーー ペ ーー 一 


ャ ーーー ー キ ーーー 


ーーー- 


ビア 州 の 州都 。 ウ ィ ク トリ ア 和 観光 に 出 掛 る 。 

7 時 半 ホ テル を 出 て 南下 40 分 程 で 楼 橋 に つく 。 
8 時 半 発 の フェ リー に 乗り , 約 1 時 間 半 瀬戸 内 
海 の よ うな 島々 の 間 を 縫う よう に 走る の で て 大変 
景色 が よい 。 釣り 舟 も 多い 。 日 本 人 観光 客 が 目 
立つ 。「 ル ッ ク 」 で 来 た 人 は 往復 共 私 達 と 同じ 飛 
行 機 で ほとん ど 同 じ 所 を 廻り な が ら , トロ ント 


る 。 彼 等 は 


まで 飛ん で ナイ ヤ ガ が ガラ を 見 て 来 て いる 
強行 軍 , 


我々 は の ん びり 





プッ チャ ー ト ガー デン 

シュ ワル ツ ベ イ と 言う 所 で 上 陸 。 直ぐ に プッ 
ナ ャ ー ド ガー デシ に 行 ぐ で 。 十 れ は モメ シト 成金 
ブッ チャ ー ト 氏 夫 妻 が 石灰 石 を 採掘 し た あと に 
世界 中 か ら 集 め た 樹木 草花 を 植え て 庭園 と し た 
も の で , 今 は 花 の 盛り 9。 ま さき さ に 花 ・ 花 ・ 花 。 昨 
日 の クイ ン エ リザ ベス 公園 の 何 倍 何 十 倍 と いう 
花 に は 圧倒 され る 。 只 日 本 庭園 も あっ て 真赤 な 
鳥居 や 石 灯籠 を 配 し た 池 が 造っ て あっ た が こう 
いう 場所 に は 如何 に も な じ ま な い 感 じ 。 

車 は ビク トリ ア 大 学 の 広大 な な キャンパス を 左 
手 に みて , 海岸 に 出 て アッ プラ ンド 公園 に 
高級 住宅 地 で 広い 敷地 に 大 き な 住 宅 。 こ ん も り 
し た 樹木 スプリンクラー を そなえ ただ 手入れ の 


よい 芝生 ガレ ー デ ヂ に は 大 型 車 , 小型 車 , キャ ン 





キャ シ ピ ング カー 





ピン グ ヵ カー, 或 は ボー ト を 引く 車 な ど 豪 華 さ は 
溜息 が 出る ば か り 。 キ ャ ン ピ ン グ カ ー は よほど 


好き と みえ 道路 と いわ ず 和 観光 地 と いわ ず 何 処 で 
も よく みか けた 。 

海岸 線 を 南下 し て マリ ン パ ー ク の レス トラ ン 
で 食事 。 よ く 晴 れ て 日 射 し が つよ く 乾 燥 し て い 
る の で ビー ル や 冷 い ワイ ン が 実に うま い 。 ヒラ 
メ の 切身 で 小 え び を 包み 込み . むし 焼 に し て ク 
リー ム ソ ー ス を 掛け た も の が 出 た が , 今度 の 旅 
行 で 一 番 お いし か っ た 。 

午後 は 海岸 線 を で ぐるり と 如 っ て ビク トリ ア の 
中 心 街 に 向っ た が , 岬 に ある ビク トリ ア 
コー ス で は 紺 青 の 海 を 背 に , 濃緑 の コー ス で 気 
持 よ さそ うに 大 勢 プ レイ し て いて 何と も うら や 
まま が か っ だ 。 

中 心 街 で 州 議事 堂 そ の 前 庭 に 立つ ビク トリ ア 
女王 の 鋼 像 , ミニ チュ ア ど ざ っ と み 


コア 


ワー ルド な 


て 5 時 発 の フェ リー で 8 時 帰着 。 
ホテ ル の 夕食 は ステ ー キ だ が 薄く て 硬く て ま 
づく て 皆 食 残し た 。 ハ イア ッ ト と 言う ホテ ル は 





州 議 事 党 


最高 級 の 部 類 に 入っ て いて , 部 屋 の 設備 な ど 悪 
く は な い が ど うし て こう も 料理 が ま づ い の だ ろ 
2 。 こ の 種 の ツアー は 全部 で いく ら で 払 込ん で 
いる の で ホテ ル 代 が どう な っ て いる の か , 室 代 
が 高い だ け 食 費 を 落し て いる の だ ろう か , よく 
わか ら な い 。 チ ャ イナ タウ ン あ た り に 出掛け て 
食べ る 方 が 利口 な の だ ろう が , 団体 旅行 で は 仕 
方 が な い 。 チ ー ナ で 買っ だ た 角 の くん 製 で ジョ ニ 
作 を 飲み ほし た 。( い つも 出発 の と き 免 税 店 で ジ 
ニニ 黒 一 本 買っ て 行く 。 こ れ が 1 週 | 
寝 酒 に 十 度 いい 。) 
8 月 13 日 店) 

快晴 。 今 日 は も う 帰 国 だ 。34 階 の 展望 


ヨ 削ぐ らい の 


台 食堂 


で バイ キン グ の 朝食 。 こ れ は まあ まあ 普通 。 食 
後 , 家内 は 街 へ 出掛け た が 私 は も うた くさ ん 。 
11 時 の 出発 まで ね て いた 。 

14 時 発 の カナ ダ 太 平 洋 航空 の ジャ ン ボ 機 は ほ 
と ん ど 日 本 人 で 満員 。 太 陽 を 追い か け て 飛ぶ の 
で 日 は 暮れ な い 。 9 時 間 半 で 14 日 の 15 時 40 分 成 
田 着 。 台 風 接 近 で 雲 低 く 今 に も 降り 出し そう な 
の で タク シー を 春 発 し て 2 時 間 で 帰宅 。 改 め て 


カナ ダ の 乾燥 し た さわ や か さき さ を 思い 浮 べ た 。 
今年 始め の ニュ ー ジ ー ラ ンド に 比較 する と, 

全般 に ニテ ニュージー ラン ド の 訪 が 少し よかっ だ よ 
うな 気 が す る 。 天候 に は めぐ まれ だ の で カナ デ 
ィ ア シン 豆 キー は 充分 楽し め た が シー フー ド の 
お いし い 食 事 が で きる だ ろう と いう 期待 は あま 
り 充 され な か っ た 。 旅行 社 に 払込 ん だ 金額 は 1 
人 約 63 万 円 で も あっ た 。 


川 川 II 自 分 が 病気 に 7 be) 1 みて 川 川 II 


脳出血 な ど と 言う , 医師 と し て 甚だ 恥 か し い 
病 に 倒れ , 計ら ず も 一 と 月 を 療養 に 費 し た 。 会 
長 先 生 は じ め 皆 々 様 に 御 心配 を お か けし , その 
上 , 望 外 に も 多勢 の 先生 方 に お 見 舞い た だ き , 
心から 有難 く , 喜 し く , 紙上 を か り て 篤く 御礼 
申し EE げ ます 。 

この 機会 に , 自分 の 病気 に つい て 反省 し , 症 
状 経 過 等 を 御 報告 申し 上 げ ま す 。 

H.K 左 半身 の 突然 の 電撃 様 し びれ 感 
H. BB 父方 の 祖父 60 歳 台 脳 溢 血 に て 死亡 


父方 の 祖母 80 歳 台 老 論 死 
母方 の 祖父 50 歳 台 脳 溢 血 に て 多 亡 
母方 の 祖母 50 歳 台 ガ ン (多分 胃 ガ ン ) 
父 85 歳 脳血栓 に て 死亡 

評 50 歳 子宮 癌 に て 死亡 


兄弟 姉妹 健在 
V.G 幼時 より 呼吸 器 疾患 を 繰り か えす 
小学 5 年 腎 突 
中 学 2 年 湿性 助 肌 で 笑 
中 学 3 年 脚気 腫 心 
中 学 4 年 肺 浸潤 
高校 1 年 腸チフス 
30 歳 肺結核 再発 
50 歳 高血圧 。 服薬 に より 調整 可 
4 一 5 日 前 より 頭痛 あり 。 周囲 の 者 よ 
り い ら 立 ち が 多 いと 指 適さ きれ て いた 。 幅 
眠 は 浅かっ た 。 に も 拘ら ず 血 圧 測 定 を 怠 
っ た の は 医師 と し て 重大 な 落 度 で あっ た 。 
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中 


頭痛 に 対し て は 服薬 その 他 で 手当 て し て 
7 

7 月 26 昌 シャ ワー で 身体 を こす っ で も 
左 半身 の 内 股 等 に 痛み を 感じ な い 。 危険 
を 察知 し て 立 上 ろ うと する と , 軽い 受電 
と 共に , 突然 左 半身 の 中 心 部 に 電気 が 走 
る よう な 急激 な 衡 撃 を 伴っ た し びれ を 感 
じ た 。 野郎 拉 や が っ た な 。 と 思っ た だ の で 
思わ ず 「 手 前 らち に や られ て だ まる か 。 ひ 
つき 机 ネ 7 と 叶 ん た で ゆめ だ 。 状 し 卒 
の 指 が 動く の で , 今 の 内 に と , 急い で 身 
体 に つい た 石けん を 洗い 流し , 四 っ て 風 
品 場 を 脱出 し て , タオ ル を 身体 に まき つ 
け , 更に 廊下 まで 四 い 出し て , 「 誰 か 来 
で くれ え BMMaG 作 KA だ や 
が て 家内 に 助け られ を な がら, 長椅子 に 滞 
い 上 っ て , ふと 考え た 。 四 い 出 す 時 。 手 
足 の 力 に 左右 差 が な い 。 家人 を 呼ぶ 声 の 
発音 が 正常 で ある 。 等 々 か ら 脳 出血 で は 
な く , 他 の た と えば 脳血栓 か , それ と も 
脳 の 科 症 性 の 疾患 か し ら 等 と 思っ た が , 
あの 急激 な 発症 は 脳出血 の 他 は 考え 難く , 
自己 診断 に 自信 は ある の だ が , その 半面 
心 が ひ どく 動揺 し て , 不安 で な ら な く 《 な 
る 。 同じ 思い は , 急患 往診 で 自分 の 患者 
に 病名 を 告げ る 時 抱く こと が 多い が , そ 
の 不安 を 幾 十 倍 に も し た 様 な , 激しい 不安 
で ある 。 











ニー ドー ーー ニニ ーーー ェ ニーー ャ ーー 


2 








「 何 誰か に 診 て いた だ きま し ょ う 」 と 家 
内 が 言う の だ が , 「 馬 鹿 , 自 分 の こと は 自 
分 が 一 番 良 く 解 っ て いる 。 家 の 看 護 婦 を 
呼べ 」 と 私 は ひど く < 頑固 だ っ た よう だ 。 
看護 婦 が と ん で 来 て 血圧 を 測る と 220/ 一 
100 あ る 。 ア ポ プ ロ ン を 打 た せ , 果糖 と ネ 
オフ ィ リ ン を 静 注 きせ た が 。 アド ナ は ひ 
か えて も ら っ た 。30 分 後に 尚 210/ 一 110 だ 
と 言う 。 ア ポ プ ロ ン を も う 一 位 皮 下 注 き 
だ ぅ 


ふと 気がつく と, どう し た こと か 私 の 面前 に , 
大 学 病院 で 同門 だ っ た 福田 先生 が 立っ て いる 。 
「 先 生 , と りあ を え ず これ 噛 ん で みて 下さ い 」 と 言 
いな が ら 丸 く 長 い カ プ セ ル を 私 の 口 に 入れ て く 
れれ だ なり し な た 沈 写 才 。 どう も 層 発 生か っ 私 
は いく ら か 不満 だ っ た 。 思わ ぬ 時 に 思わ ぬ 人 が 
が いる こと に 途 迷 い を 覚え て いた 。「 ま あ 良 いか 
ち 噛 恋し めで 下さ い Wa アタ ラー ト だ な 。 さ で 
は 」「 ま あ , そん な 所 で す 」 私 も 自分 の 患者 に や 
っ た こと の ある こと を 思い 出し て ,。 ど ず し て 自 
分 の 時 気がつか な か っ た の か , 一 寸 不 思 議 だ っ 
だ た 。 ア ダラ ー ト を 噛ん で ぬる ぬる し た 液体 を の 
みこ で ぞ と , 間もなく 血圧 は 180/ 一 90 に 下っ た 。 
「 点 滴 し まっ せ 。 一 寸 だ け ア ドナ も 入れ て お きま 
ひ ょ な 」「 若 し 血栓 だ っ た ら 困 る な あ 」「 一 寸 だ 
け で す よ 。 そ れ に と これ 出血 で すわ 。 や っ ぱり 」 
「 そ う は 思う だ け 8 まあ まがり 6vF 
きい よ 」 福 田 先生 は 何と か 私 を な だ めす か そう 
ど だ し :CIwY 導 は 

どっ か 遼 い 所 で 家内 の 声 が し た 。「 先 生 , 山根 
先生 が お 話し し た いそ う で す 」 私 は その 時 に な 
っ て すべ て を 詩 解 し た 。 家 内 が 私 の 高校 の 同級 
生 の 山根 至 二 君 に 電話 し た の だ 。 し て みる と 福 
田 先 生 に 私 に 内 緒 で 電話 し た の も 家内 の 仕業 で 
あろ う 。 福田 先生 は 東京 大 泉 で 開業 し て お られ 
る 。 大泉 か ら す っ と ん で 来 て 下さ っ た の だ 。 自 
分 で 注意 し て いれ ば 人 記 け られ た 筐 の この 事態 た , 
循環 器 科 医 師 と し て の 誇 を ひど く 《 傷 つけ られ て , 
興奮 し て いる 私 が , 家内 は 余 程 心配 だ っ た らし 
い 。 
「 え っ 2 人 筒 も で すか 。 2 筒 。 は い , そ な い し ま 
し ょ 」 福 田 先生 の 声 は , 循環 器 学会 で 時 折 座 長 
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な ども 勤め る 私 の 同級 生 と 言う 相手 に , 相当 の 
敬意 を 払い な が ら , 心理 的 に 抵抗 を 感じ て いる 
様子 で ある 。 電 話 が 済む と 「 先 生 , 山根 先生 が 
CT を と っ て みた いか ら , 明日 病院 へ 来 て くれ 
誠 う で ます けど 」 5 要ら ん で すま 。 人 ラ し で 手 
も 動く ん だ か ら 。 そ ん な 仰 々 し いこ と せん で 良 
あし 」「 閥 な を こち 衣 お ん ある 寺 可 行 ゆ で 来 ま し 
ょ な 。 折角 そう 言っ て 下さ る ん や か ら 」「 僕 は 奴 
が 若手 な ん で す よ 」「 で も や っ ぱり CT は 要り 
まっ せ 。 生 の まま 定 と を 僕 か て 自信 な いわ 。 一寸 
や か ら , 一 寸 行っ て 来 て 下さ いな 」 秒 は や っ と 
自分 が 福田 先生 に どれ だ け 迷 惑 を か け て いる の 
か 理解 する こと が で きた 。 そ ん な 話 を し て いる 
中 に , 私 は 眠っ た 。 ど う や ら 2 筒 皮 下 注 と 言っ 
て い だ た の は ,。 フェ ノバ ルビ ター ル だ っ だ らし い 。 
山根 君 は きっ と 「 彼 奴 は 五 月 泡 い 奴 や か ら , 2 
本 一 ぺん に や っ て 下さ い 」 位 の こと を 言っ た の 
で あろ う 。 

醒め た 時 , 枕 許 に 婦長 が いた 。「 血 圧 は ,170/ 
ー90 で す 」「 ど の 位 眠 っ た 」「 2 時 間 半 で す 」「 そ 
うか 。 あ ん た だ もう 寝 て 下さ い 。 僕 は 大 丈夫 だ 」 
それ か ら 私 は 不意 に 高校 の 宰 内 を 歌っ た 。 山根 
君 の 厄介 に な り に 行く の が ,。 な つか し いよ うな , 
惜しい よう な 気持 だ っ た 。「 表 か に し て 下さ い 。 
どう し て 歌 な ん か 歌う ん で すか 」「 口 惜しま ぎれ 
の 不安 か くし だ 」 と 私 は 返事 し た そう で ある 。 
歌っ て いる 内 に また 眠っ て し まっ た よう だ 。 朝 
目覚 め た 時 , 広瀬 先生 の 声 が し て びっ くり し た 。 
どう や ら 家 内 が 広瀬 先生 に 寝台 車 の 手配 を お 願 
いし た らし い 。 広瀬 先生 は 婦長 の 説明 を 聞き な 
が ら 。| 一 寸 脈 を 軸 で 下さ っ て 「『「 大 丈夫 で す 。 行 
っ て らっし ゃ い 。」 と 僕 を 寝台 車 で 送り 出し て 下 
さっ だ た だ 。 

同乗 し た 看護 婦 に 血圧 を 測 ら れ な が ら , 寝台 
車 は 飯田 橋 の 厚生 年 金 病 院 へ 向っ た 。 山 根 君 は 
そこ の 循環 器 科 部 長 を し て いる 。「 今 どの あたり 
だ 」「 ど の 道 を 通っ て いる 」「 そ れ じ ゃ 遠 廻り じ 
ゃ な いか 」 な ど と 私 は 口走っ て いた 。 一 晩 眠っ 
だ た 答 な の に , まだ 興奮 し て いる の か 。 生 まれ つ 
いて の 鱗 逢 な の か 。 

病院 で は 山根 先生 が 出迎え て くれ て ,「 よ う ., 
案外 元気 そう や な いか 」 そ の 山根 先生 に 向っ て 
私 は 自分 の 経過 を 繧 々 説明 し た 。「 話 は 後 で また 


聞こ 。 と も 角 CT と X 線 先 に 行っ て 来 て くれ 。』 

CT の 写真 は すぐ 仕上 っ て いた 。 大 病院 の 機 
能 の 良さ に 改め て 感心 し た 。 自家 で は 唯 の レン 
トゲ ン が 30 分 は か か る 。 ECG は 此 方 で と っ た 
も の を 提出 し た 。 

「 Glucklich や ね え 。 Thalamus (視床 ) の 出血 
や 。 脳 外科 と 相談 し て 来 た が , Op は せん 。 出血 
の 為 周 囲 の 組織 が @demat6s に 圧迫 され と る し , 
Capsula interna( 内 包 ) に 大 部 近く , 再 出血 の お 
それ が ある 。| 1 ヶ月 の 入院 。 絶 対 安静 や 」 

「 嫌 だ 。 僕 は 帰る 。 家 で 安静 を 守る 。 一寸 CT 
と り に 来い 言う か ら 来 た だけ や な い か 。 帰 え し 
て くれ 」 私 は 相手 が 友人 だ と 思う 所 人 為 か , 大 部 
威 丈 高 に 叫ん だ 。 山根 先 生 は お こり も せ ず ,「 君 
は 今 は 医者 で あろ うと せん 。 唯 の 患者 や 。 医 者 
の 言う こと は 聞け 」「 上 残し 討ち や な いか 。 卑 情 
や な いか 」 そ の あたり で また だ た , フェ ノバ ルビ ヌ 
ー ル を うだ れ だ らし い 。 

私 は 何時 の 間 に か 病室 の 中 に いた 。 それ か ら 
五 日 間 の 気 憶 は 余り な い 。 小 じん まり し た 個室 
で あっ た 。 人 小便 の 度 に 身体 を よじ っ て , 点滴 へ 
の ケア を 怠っ て いる 。 と 叱 られ た だ 事 や 。 大便 の 
後 始末 に , 息子 に 尻 を ふか れ て 目頭 が 何故 か 一 
寸 熱 く な っ た 事 や 。 や た ら に ライ スカ レー が 食 
べた だ たく て 「 ラ イス カレ ー を 買っ て 来い 」 「 鐘 皇 
堂 の 下 の 伊勢 清 が , そば 弁当 を 売っ て くれ る か 
ら , それ 買っ て 来い 」 勝 手 放 第 な 事 を わ め き ち 
らし て い ゆい だ た だ 。 

その 個室 は どう や ら 他 科 の 病室 を 臨時 に 借り 
だ た も の らし く , 五 日 目 に 内 科 病 棟 に 移さ れ た 。 
今度 は 二 人 部 屋 で あっ た 。 二 人 部 屋 に 異 存 が あ 
っ た わけ で は な い が , 隣 客 と の 間 を 仕切 る ビニ 
ー ル カー テン が 和 質 陶 し く , 著 苦 し い の で , 私 は 
また 「 帰 ろう よ 。 帰 っ て 家 で ね て いて も 同じ だ 」 
工人 江 め だ 『 

その 晩 は 日 曜日 で も あっ た の に , 看護 婦 さ ん の 
動き が ば か に 慌しい 。 どうやら 隣 守 の 肺 衝 の 患 
者 さん の 容態 が いよ いよ いけ な く な っ た の に , 
当直 の 先生 と の 連絡 が 上 手 く ぐい か な いら し い 。 
血圧 を 測り に 来 た 看 座 婦 さ ん に 向っ て , 私 は 借 
越 に も 言っ て し まっ て いた だ た 。「 僕 で 良かっ た だら, 
智恵 を 貸し まし ょ うか 」 ぷ っ と 吹き 出し た 家内 
に , 後 で ひど く 叱 られ た だ た 。 当直 の 先生 が 息 を 投 


げた の か どう か 知ら な い が , 早朝 に は も う 山 根 
先生 が 出勤 し て 来 て いて , つい で に 私 の 様子 を 
見 に 寄っ て , 「 今 亡くな られ た ん や けど, その後 
で も 良けれ ば , 午前 中 に で も 個室 に 移し て や る 。 
そう 帰る 帰る と 我 儀 を 言う な よ 」 と 言っ て くれ 
7 

今度 の 個室 は , 内 科 で は 最高 の 部 屋 ら し く , 
紋 難 な ど を 敷き つめ , ゆっ た り と 広く , 明る く , 
涼し い 。 代 々 銀行 の 頭取 級 の 人 々 が 入っ て いた 
と 見 え , 掃除 の 小 母 きん に 「 お 宅 き ん は どちら 
の 銀行 の 社長 きん で すか 」 と 言わ れ て びっ くり 
し た 。 因 み に 私 が 退院 し た 後 は , 日 銀 の 理事 を 
し て いる , や は り 同 級 生 だ っ た 友人 の 奥さん の 
父上 が 入る こと に な っ て いる そう で 。 その 災 も 
何と か 銀行 の 元 頭取 だ と いう 。 いい 

2 週間 目 に 2 度目 の CT 検査 が あり , 「 依 然 
と し て 出血 層 は Thalamus に 交 居 し て いる が , 周 
囲 の 組織 へ の 圧迫 は 緩解 し て いる し , 新 な 出血 
は な い 」 と の 所 見 で 位 に 起 居 の 自由 が 許さ れる 
よう 引 痕 号 直 5 

その 頃 か ら 友 人 達 の 見 舞 訪問 が 盛ん に な り , 
示し か っ た だ け に , 大 変 有難 く , 嬉し く , こん 
な に 大 勢 の 良 友 に 恵まれ 支え られ て いた の か , 
と , 自分 と 言う 我 儀 幼稚 な 人 間 の 幸運 を , し み 
じみ と 感じ た 。 就 中 , 医師 会 の 先生 方 , 事務 員 
の 方 , 学院 の 方 々 に , 次 々 と お 見 舞 を 受け , 身 
の 果報 これ に 過 ぐ で る も の は あり ませ ん 。 もう 一 
度 心から 御礼 申し 上 げ る 次 第 で す 。 
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高松 宮殿 下 杯 子 選 東西 36H.S, 入 選 32 名 
H.D.24。 ご どれ が , 7 月 3 日 行わ れる 符 だ っ た 
が , 昨夜 来 の 雨 が ひど い の で , 開催 の 有無 を ク 
ラプ に 連絡 する と , 今 グ リー ン を 見 に 行っ て る 
と の 話 で あっ た が ,「 俺 や やめる よ 」 と 電話 を きっ 
誠 

釘 烈 で あっ た 雨 も その 内 
れ っ , 行け ば 良かっ た か な 」 と 思 
時 , 既に 遅し で あっ た 。 

どど とろ が 2 3 是 す る と, 


小降り に な り ,「 あ 
いっ. だり iL だ み 


組合 せ ス ター ト 時 


刻 表 が 郵送 され て 来 た 。 前 回 の と 全く 同じ だ が , 


開催 日 だ けが 10 日 に 印刷 し な お され て いる 。「 あ 
・ 矢 張り 中 止 だ っ た の か , よかっ た 」 と 聞 志 が 
湧く 。 

そもそも "カスミ" で の クラ ブ の 競技 は , 年 
滞 55 回 位 あ る 。 その 内 。 大 きい ※ 印 の 競技 は 10 
回 あり , これ は クラ ブ て で 組合 せ 及 び ス ター ト 時 
刻 を 指定 し た 競技 で あり , 


で も ある 。 


その 上 , 時 期 が 和 針 暑 の た め , 自然 に 陶 汰 され , 


腕 。 体力 共に 或 程度 自 信 の ある 人 の 集 り と な る 
私 の 組 は H.D . .8, 10, 11 と 私 の 17 で 何れ の 組 
も 17 ど まり で あっ た 。 

と ころ で 10 日 は また 生憎 の 雨 。 然し な が ら 今 
回 は 3 日 の 礎 風 気味 の 雨 と ちがい 。 これ で は ., 
行か ず ば な る まい と 参加 する 。 

西 ア ウ ト か ら ス ター ト , 雨 合羽 を 着用 し て の 
バッ クティ は 非力 な 私 に は こたえ る 。 

午 食 後 雨 が 止ん だ の で シュ ー ズ を 取 替 えて 東 
の イン に 行く 。 午前 が 西 ア ウ ト か ら の た め , 午 
後 は 東 イ ン か ら と な っ て いる 。 

私 達 の 組 を パス させ る た め 待 っ て いた 慶応 医 
学部 の 教授 去 さ ん や 社長 の S さん , それ に 元 最 
高 栽 の 判事 の O さ ん , 前 の 二 人 は 何れ も H.D.11 
ー12 で 年 も 私 の 一 寸 上 と 下 。「 あ れ っ 先 生 凄 い 


その 中 で も 理事 長 杯 , 
クラ ブ 選 手 権 と 競 ぶ 3 ビッ グ タ イト ル 戦 の 一 つ , 


で すね 。 元気 で すね ーー」 と 言う の で (半分 は 冷 
や か し ),「 皆 きん は どう し た の で すか 」 と 言え 
ば , 教授 曰く 「 私 は と て も , と て も 7.」, 社長 は 膝 
で 2 回 り は 無理 を な の で と 言っ て いた 。 

雨中 の 西 と ちがい , 東 は まあ まあ で あっ た が , 
少し 無理 と 思い , 皆 の 結果 も 見 ず ロ ッ カ ー に 引 
き あ げ シ ャ ツ を 取替え よう と し た ら 右 腕 が 痛い 
肘 関 節 か ら 前 有 障 に か け 針 金 が 2 本 入っ て いる 感 
じ , 競技 中 は 全然 感じ し な か っ た の に 。 

イー SPP ポ も 効 な 

。 経 皮 復 合 清 笑 剤 を 塗る 。 

そし て 一 日 お いた だ 12 日 クラ ブ か ら 了 予選 を 通 
過 し た 人 の 組合 せ 表 が 来る 。 あ れ っ 俺 残っ た の 
か , 皆 悪 か っ た の か と 思い な が ら 見 る も 私 の 名 
が な い 。 何 し て や が る ん だ 。 俺 の 名 前 な いじ ゃ 
ー な いか と , わき を みた ら 子 選 プ レイ オフ の 組 
合せ 表 が 入っ て いた だ た 。 改め て , 先程 の 組合 せ 
表 を みる と 3 名 空欄 に な っ て いて これ を 6 名 で 
競う わけ が わか っ た 。 

と ころ で 14 日 槍 は , 昨年 か ら 頼 まれ て いた だ 20 
名 の プラ イベ ー ト コン ペ に 同道 の た め 休診 に 
て いた だ た が , 16 日 人 午前 プレ イオ フ な の で , yh 
労 ら ね ば な ら な い の で 木曜 は 顔 を 出す だ け に し 
て プレ イ を せ ず 土曜 日 に 備え た 。 と 言っ て も 練 
習 は 出来 な い 。 


16 日 圭 当 日 は 曇っ て いた が , 雨 が 落ち て 来 な 
い の で いけ る と 思っ た 。 
西 ア ウ ト を 出 て ポ ボギー,。 人 ダボ, ボギー を 次 い 


4 番 の ショ ー ト ホー ル 144m と 言っ て も 多少 打ち 
上 げ 気 味 で 前 。 左右 は バン カー で ガード され , 
前 の バン カー は 私 の 丈 よ り 深 い の で , 多少 大 き 
め に 打つ が 十 旦 の 了 予選 で は 奥 に 少し こぼれ て ^ パ 
ー。 従っ て 今日 は 加減 を し て 打つ 。 ピ ン の 手前 
に 落ち 転がっ て いく の が 見 えた が , その 内 , 見 
な る 。 ゼ シ が 左 人 で 「 あ れ っ 左 お ぐに こ ぼ 

な 」 と 思っ た ら , 前 の 組 の 4 人 が 拍手 と 


えな を く 
れ だ た か な 


as 


大 喝 来 「 あ っ 入っ た の だ 」 と 手 を 掲げ て 応え る 。 前 
の 組 は パッ ト を の で いて くれ る を の で 、 
急い で カッ プイ ン し た ボー ル を 取り に 行く 。 グ 
リー ン に 上 る と 皆 が お 目 出 度 う を 繰返し て くれ 
る 。 キ ャ ディ は その ボー ル を 受取 る と これ 何処 
に し まい まし ょ うか と 開く 「 あ ・ 記 念 に 
お くも の か 」 と 思う 。 

あと で 秘 達 の 次 の 組 (プレ イオ フ の も う 一 つ 
の 組 ) の 人 の 語 だ と 三 番 の ロン グ ホ ボー ル で アデ プ 
ロー チ を し て い だ たら グリ ー ン の 周り で 入れ 入れ 
と 慕っ て まし た よ 。 才 し た らち 7 必 央 喚 志 が 上 っ 
7 な な: 辿 。 

ホー ルイ ン ワ ン を する と 大 低 の 人 は 「 あ っ 大 
変 だ 」 と 思う そう だ が , 昨年 東 16 番 で これ を や 
っ た 同伴 の M 氏 落着 いて 曰く 「 私 今年 これ で 3 


回 目 で すか ら と すま し て いた 。 食事 の 時 , 同伴 クラ ブ か ら 記 念 に 贈ら れ た トロ フィ ー に ホー 
競技 者 の 一 人 が 何と か 言っ て いた が 黙殺 され て ルイ ン ワ ン し た ボー ル を 入れ た も の 
し まっ だ 。 そ の あと ハン カチ が 送ら れ て 来 た 。 

この ホー ルイ ジマ タン は ほ コ ヨシ ジ シベ で は な が つづ だ た と 
思う 。 ベ ント グリ ー ン で グリ ー ン 手前 の バン カ 
ー の 土手 の 向 側 に 落ち グリ ー ン を 馳 け 上 る 様 に 
7 m 程 転がり 。 入っ だ も の だ ら だ た 。 

さて 本 題 に 戻っ て , 私 は 「 ぁ っ , 入っ た か 」 
と 思い まだ 儲け だ (者 数 を ) と 思っ だ だ け 。 と こ 
れ は 狙っ て 入る も の で は な く , 全く の 偶然 な の 

で ある か ら 。 し た が っ て 以前 医師 会 で 田渕 君 が 
ざれ れれ を し な 時 ピール で いよ 」 も 言っ で 医師 
会 の コン ペ の 時 一 打出 し て 貰っ た こと が あっ た だ た 。 
また だ 前田 君 が 県 の 医師 会 の 時 の に は 手拭 を 配っ 
だ か な 

層 日 , 笠間 君 に 電話 を し た ら , 適当 に 酔っ ぱ 
ら っ て いて 大 き な 声 で 電話 を ガン ガン な らし て 
し ゃ べり 続け そし て 「 部 長 じ ゃ ね ーー か , 浜 手 に 
や れ 」 と ハッ パ を か けら れ た だ た 。 こ の 野郎 と 思い 
記念 品 を 200 有 余 名 分 注文 し た し , 亡 会 も いく つ 


か 設営 きせ られ た 。 HOLE IN ONE 


で も 打 教 を 儲け た と 思う と 緊張 感 が ほぐれ , 


あと 反っ て タタ イ て し まい 7 番 の ショ ー ト ホー T. OKADA 





ルレ で ば は スコ ア が 6 それ で も 16 番 の ショ ー ト で KASUMIGASEKI C.C. 

バー ディ を と っ た だ たり し た も の の 18 番 は プレ ッ シ WEST NO.4 144m 5.WOOD 

ャ ー が か か り , トリ プル の 7 で あっ た が 一 位 に JULY. 16. 1983 

一 打 差 で 二 位 に 入り 子 選 を 通過 し た 。 PRINCE TAKAMATSU CUP PLAY OFF 


翌 17 日 ( 色 は また 雨 で 決勝 一 次 は 私 より 15 歳 若 と 刻ま れ て いる 。 





ぃ い H.D.12 の 元宮 様 , 張り 切っ て いて 雨 な の に 帽 
子 も 合羽 も 着 な いで の プレ ー, 一 方 私 は 雨 に 濡 
れる と 直ぐ 風 を ひく の で 汗 に な っ て も 合羽 は 必 
ずつ や は ける 。 

マッ チ プ レー は と て も 療 れ る が , 硬式 テニ ス 
の シン グル 戦 で 鍛え を , 了 け 引き を 磨い た 老齢 と 
は 言え 往年 の 和 犯 者 ( ? ) (決勝 に 残っ た 32 名 中 , 
大 正 一 桁 は 私 一 人 , 二 桁 が 3 一 4 人 あと は 昭和 。 
それ も 10 年 前 後 の 人 が 大 体 ) 

雨中 の 熱戦 は 18 ホ ー ル 目 で 追い つか れ た だ た 。18 
番 ロ ング の 2 打 目 附近 で , 後続 組 で 決着 の つい 
た 2 人 が 歩い て 来る 。 こ うい う の は どう も マナ 
ー が 悪く て 困 ま る 。 ラ フ を 通っ て 行く べき な の 
に 皆 , 昭和 生れ 仲間 。「 ど う で す K さ ん 」 と 寄っ 
て 来る 。 あ ちら の プラ ス に は な っ て も , こち ら 
は マイ ナス 。「 入 っ て 来 て 失礼 じゃ な いか 」 と 言 
えば あと 味 が 悪い 。 仕 方 が な い 「 ギ ャ ラリ ー は 
早く あっ ち へ 行っ て ヨ 」 と 追い 払う し か な い 。 
で も 少し 先 の ラフ で 2 人 ふり 返っ て 見 て いる 。 
案の定 チョ ロ 。 3 オン な ら ず バン カー で 人 気 け て 
プレ イオ フ 。 依然 雨 は 止ま ず 。 

19 ホ ー ル 私 は 3 オン を 奥 に 30cm こ ぼ し ワン パ 
ッ ト の 位置 に つけ て 相手 を 待つ , 彼 は ピン 人 迄 50 
ヤー ド の 好 位 置か ら の アプ ロー チ , ここ まで 書 
いて 気がつい た が 彼 が 3 打 の アプ ロー チ を し て 
いな い の に 私 が グリ ー ン 奥 迄 行っ た の か , そし て 
て その 間 彼 は 何 を し て いた の か 。 で も 1 パット 
に 寄せ る 自信 が あっ た の で 中 踏 な く 強 行 し た 。 

これ で 彼 が ワン パッ ト に 寄せ れ ば 私 の 負け 。 
ツー パッ ト な ら 20 ホ ー ル 目 に 向う わけ 。 呈 念 に 
素振り を し て いる 。 長 すぎ る な 一 と 思っ て いた 
ら 果 し て , 強 す ぎ て グリ ー ン オー バー「 し め だ た 
(こう いう こと を 言っ て は 不可 ませ ん ) 作戦 は 
あたっ だ た だ 。 2 一 3m 下 に 落と し , これ が タタ ッ プ 
リ の 雨 で 寄ら ず 私 が 勝ち 。 残り 16 名 に 入っ た 。 

か な り の 雨 の な か 合羽 を 着 て 真剣 な 19 ホ ー ル 。 
食堂 に 上 っ て 合羽 を 脱ぎ 凄い 汗 に 我 れ な が ら 和 驚 
く 。 先程 の 2 人 食事 を し て いて 私 を みて , お こ 
られ ちゃ っ だ よ と 笑っ て いた 。 

昨日 に 続い て この 今日 な の で 肘 が 痛い 。 食事 
が 済ん で も 直ら な い の で , 自分 の ブル フ が で き 
な いと 思い 残念 な が ら 午 後 の 2 次 戦は 棄権 し た 。 

敗 け を 大 変 く や し が っ て いた KK さん 乗 権 を す 
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る の な ら 自 分 に 譲れ ば いい じゃ な いか と 思っ た 
様 な 様子 に 感じ られ も し た が それ と これ は 別 と 
大 を : だ Ra 

帰 放 し て 入浴 する 。 身体 中 ピリ ピリ し みる 。 
何と 半日 で 合羽 の た め に 上 半身 全部 に 汗 も が で 
き て し まっ て いる 。 で も 心地 よい 気分 に 浸れ だ た 。 

も う 一 回 ホー ルイ ン ワ ン に つい て 言え ば , 今 
で も 特別 嬉し いと は 思っ て いな い 。 だ た ゞ これ で 
一 人 前 に な れ だ た と 言う 気 が す る だ け 。 

ホー ルイ ワン 達成 お 目 出 度 う と よく 言わ れ , 
品物 に 入れ る 挨 拶 状 に も 最初 , 達 成 と 書い た が 
達成 と は 成 し と げ る こと , 目的 を 達し 成功 する 
こと と あり (広辞苑 ) , 従 っ て 符 力 精進 の 未 の も 
の も の で は な く 全 く の ア クシ デン ト で ある か ら , 
ホー ルイ ン ワ ン を 出し まし た と 書い た 。 

いつ も ショ ー ト ホー ル の ティ グラ ンド で は 乗 
っ て くれ と 願っ て 打つ だ け で , 直接 入れ よう な 
ん で 補 ご 9 不 考 え だ こ ご と も な が が づな 。 

で も 笠間 君 で は な い が , お 目 出 度 い の で ある 
か ら , いつ も お 世話 に な っ て いる 方 達 に も と 思 
っ て 記念 品 を 注文 し た 。 そ の 内 , お 手許 に 届い 
た 方 は 彼 奴 も 一 人 前 に な っ た か と 思っ て 頂き 度 
い 。 
最後 に 私 は 大 正 一 桁 で は 一 人 出場 し 子 選 それ 
も プレ イオ フ を し て 残り , ホー ルイ ン ワ ン の の 副 
産物 廷 つ くり , 一 次 戦 で は これ また プレ イオ フ 
で 残り 16 名 に 入れ た だ 幸運 と 元気 さ を 誉 め 称 えて 
ほし い 。 残念 な の は 一 次 , 二 次 が 午前 , 午後 三 
次 , 準決勝 も 同日 。 日 と ゲ プレ イ が 強行 きれ て い 
る こと 。 こ ん な こと 言う と 還 府 年 寄 は 出る 幕 じ 
ゃ な いと 距 られ る 。 承知 で 出 た ん だ ろう と 。 

それ に し て も 負け 惜しみ で は な い が 普 段 バ ッ 
ク で 2R し て も 何と も な い の に 子 選 の 時 は どう 
し て 痛く な っ た か わか ら な い 。 そ れ も 一 ヶ月 以 
上 も 続い て いる と は 。 

そし て , 何と 言っ て も ホー ルイ ン ツ シ よ り , 
大 きい タイ トル 戦 に 久し振り に ある 程度 残れ た 
こと が 嬉し か っ た 。 今日 も 肛 風 気味 の 雨 の 中 を 
盛夏 杯 に 出 て きた が 子 選 で 痛め た 肘 が 未だ 駄目 。 
1 R で 帰り , お 和 盆 で 遊び に 来 て いる 長女 , 二 女 
と 係 4 人 と 一 緒 に 心臓 で アメ リカ に 留学 し て い 
る 嬉 , 三 女 , 孫 に 電話 を する 。 金 が な い の だ ろ 
う 2 人 の つか っ て いた ゴル フ バ ッ グ を 送れ と 。 


あちら の 方 が 安い だ ろう に 。 

- 女 の 時 は 東海 岸 (ニュ ー ヨ ー ク の 上 ) で 不 
便 だ っ た が 三 女 の 方 は シス コ の の スタンフォード 
大 学 な の で 銀行 も 日 本 の で 送金 も 国内 と 同じ に 
簡単 に いく 。 

係 は あちら の 人 小学校 に 通っ て る らし い が , 母 
親 が 朝一 寸 お そく な る と 早く 行こ う よ と 催促 す 
る よう で , まあ よかっ た だ た と 思っ て いる 。 昨年 の 
9 月 に 来 た 子 が 日 本 人 と し て は 1 人 で , 球 に 色 
教え で くれ る そう だ も 

何 ん だ か ん だ と , つっ ぱっ て みて も , 家 に 帰 
れ ば 本 当 に ず ヂ ー 様 だ 。 

8 一 14 一 1983 記 

追記 8 月 17 日 夕方 , 一 ヶ月 前 に 注文 し た タ 
ル が 出来 上 っ て 来る 。 私 の 名 前 が , ご つく 入れ 
て あり 和 飼 ろ る く 。 横 文字 の 方 は 全部 指示 し た の だ 
が 自分 の 名 前 を 入れ る こと を 忘れ て し まう 。 そ 
れ で 大 き さ を 言わ な か っ た 点 。 大 失敗 。 次 回 に 
は (つも り ) スマ ー ト に し ます か ら 御 寛容 の 程 
を 

21 日 頃 か ら , 記念 品 に 対す る お 礼 と 祝い の 電 
話 や ハガキ , それ に 封 書 が 続々 と 言う 位 来る 。 
達成 と 言っ て 下さ る 人 も 多い し また 快挙 と も ち 
あげ て くれ る 方 も か な り い た 。 

それ に 祝 品 を 持参 で いら っ し ゃ っ て 下さ る 方 
も 了 予想 外 に 多く 感激 し た り 向 ろ いた り 

芝 縮 し た の は ゴル フ 部 の 先生 ご 自身 で 重い の 
に お 祝い を 持っ て 来 て 下さ っ た 。 こ の 先生 その 
内 きっ と ホー ルイ シワ ン を 出す よ 。 た ら 今 
度 は 私 が 行か な くち ゃ 。 

何 百 km の 所 を 電話 を くれ る 人 も 数 人 いて , こ 
うな る と フロ ッ ク だ 嬉し く な いな ん て 言っ て い 
られ な く な っ て し まい 嬉し い 限 り に な る か ら 老 
人 な ん て 他愛 な いも の 。 

-。 三 日 前 , 赤飯 が 出来 た の で 何だ と 思っ た 
ら ,。 家内 曰く 「 こ う 皆 さん に 祝福 され て は 本 当 


に お 目 出 度 い の だ か ら , 家 で も 祝っ た 」 の だ と 。 


よし っ と 21 日 の 月 例 そ れ に また 今日 (28 日 ) も 
出かけ た が , まだ 腕 の 痛み が と れず 思う よう に 行 
か な い 。 そ れ で も ゴル フ 場 通い の スケ ジュ ー ル 
一概 だ 。 

8 一 28 一 1983 記 
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限り な く 広 が る 芝生 の 上 で 快 音 を 響かせ て 白 
球 を 打つ ゴル フ の 素晴らし さ は 何と も 言え ず 表 
現 の 仕様 も を な いく らい で す 。 

それ まで の 私 も そう で あっ た よう に 、 経 験 の 
な い 人 は テレ ビ な ど で 活 躍 す る プロ ゴル ファ ー 
の 姿 を 見 て 或 は あん な に 優雅 で 簡単 を スポ ー ツ 
は な いと 思う か も し れ ま せん 。 然し この 快 音 を 
得る こと が 実に 非常 に 難 か し いこ と で この 目的 
達成 の 為 に は 大 変 な 努力 と 精進 が 必要 を の で す 。 

私 が ゴル フ の クラ ブ を 握っ て か ら 2 年 余り に 
な り ま す が ま だ 胸 の すく よう な 快 音 を 残す ボー 
ル は 打 て ま せん 。 け れ ど も 何と か 努力 の 甲斐 あ 
っ て 、 過 日 3 度目 の 月 例 出 場 で オフ イィ シャル 
C が 25 に な っ た の を 機会 に 私 の 思い 出 を 記し て 
みた いと 思い ぷ ま す 。 

何 度 か いろ いろ の 方 面 の 人 達 か ら す すめ られ 
まし た が 取っ 付き ずら い の と お っ くう な の で た 
め ら っ て お り ま し た が 、 医 師 会 の 松江 方 面 の 旅 
行か ら 帰 っ て か ら 、 期 する と ころ が あり よう や 
く 重 い 腰 を 上 げ る こと と な り ま し た 。 

早速 見 の 古く な っ た クラ ブ を 何 本 か 貰い 受け 
て 近く の 練習 場 へ 行き まし た 。 年 の 暮 も 迫っ た 
12 月 中 頃 の こと で す 。 ゴ ルフ は 基本 が 大 切 だ と 
いう と と で 先ず は レ イ Se20200DK さ 方 5 つい 
て 軒 う こと に し まし た 癌 本 補導 タ ラプ の 撮り 方 
か ら 丁 寧 に 教え て 貰っ て 、 言 われ た 通り 握っ て 
み ま し た が 、 意 外 に クラ ブ の 重い こと に 気付 き 
カー 杯 ふれ ば ふる ほど 当り ませ ん 。 結局 150 個 
の ボー ル を 打っ て 50m 以上 飛ん だ の は 2 一 3 発 
で 、 冬 だ と いう の に 全身 流れ る 汗 で 革 の 手袋 の 
中 も びっ し ょ り 、 頭 か ら は 陽気 が 立つ 始末 。 本 
日 は ここ と まで と 庄 わ れ た と き は 両手 に マメ が 数 
個 、 表 度 も むけ て 誠に 無残 な 姿 で し た 。 翌日 は 
全身 の 筋肉 痛 で 診療 に も 差 支 を る ほど で し た が 
こん な こと で へ と た れ て な る か と それ か ら は 連 
日 庭 で 空振り の 練習 が 始ま り 、 恒 休み に な る と 
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国 。 弘 


深 治 
せっ せ と 練 習 場 の 通い 、K さ ん か ら ほ め ら れ ま 
し た が 一 向 に ボー ル は 当り ませ ん 。 近く の 席 で 
練習 し て いる 人 達 が や た ら と 上 手 に 見 え 、 焦 り 
が 出 て ます ます 当ら な を なくなり ます 。 一 生 暑 命 振 
っ て も 、 今 の スイ ング は と て も よかっ た と 言わ 
れ て も 狙っ た ボー ル は セッ ト さ れ た まま で 後 動 
だ に し な い 空 振り の と き は 悔し いや ら 切 を な いや 
ら 言 いよ う の な い 挫 折 感 で 情け な く な り ま し た 。 

来る 日 も 来る 日 も 練習 場 へ 通い 正月 も すぎ た 
或 る 日 、 何 気 な く 振 っ た 7 番 で ボー ル が 100m 
の 標識 を 越え を た と き は 飛び 上 っ て 喜ん だ も の で 
す 。 然し その 後 は 相 変 ら ず で や が て 左肩 関節 周 
囲 疾 が お こり だ し 痛み の た め に 思う よう に クラ 
プ ブ が 振れ な いま ま 色 々 と 工夫 し な が ら 練 習 を 重 
ね 、 何 民 か 本 も 読ん で み ま し た が 、 一 向 に 上 達 
の 気配 は あり ませ ん 。 この間 に も 汗 を か く こ と 
に 変り な く 体 重 は 減ら ぬ の に 腹囲 が 15cm も 短 か 
く な り 毎 晩 飲 む ビ ー ル ば か り が や た ら と 美味 し 
ぐ な りり まり は 寺 

3 月 に 入っ て 桜の 便り も 聞か れる 頃 か ら 少 し 
ずつ 当り 出し まし た が 、 教 科 書 通り に 打つ と 皆 
ボー ル が サー ド ゴ ロ に な っ て し まい 、 ど の クラ 
ブ を 使っ て も 飛ぶ 距離 と 方 向 は 同じ で す 。 

や が て バッ フィ ー の 頸 部 の ビニ ー ル も ほつれ 
だ し 、 子 供 の 工作 道具 の 中 か ら こ っ そり セ メ ダ 
イン を 借用 し て は りつ け て は 振り 回 わす こと も 
あめ のり 素 し だ 

や で コー スズ 導出 る よう 作 在 9 まし た が 、 何 
と も 不器用 な 次 に キャ ディ さん 達 も 気の毒 で 見 
て は いら れ な いと 言う の が 実感 だ っ た よう で す 。 
或 る 日 「 先 生 も っ と 数 を 打ち ゃ 当る よう に な り 
ます よ 。」 と 避 め て くれ る 人 も お り ま し た が 何と 
言っ て も 私 を 勇気 づけ た の は 友人 の S さ ん の 、 
「 私 だ っ て も う ダ ンプ カー に 2 一 3 杯 は 打っ て 
いる ん だ か ら ・……… 。 まあ 黙っ て ダン プ カ ー 一 杯 
位 は 打っ て みて 下さ い 。 身体 で 覚え を な くち ゃ あ 


OL c」 と 言う 言葉 で し た 。 十 数 年 以上 の 経験 者 
で シン グル の 彼 が と 当時 は 疑っ て み ま し た が 、 そ 
う 言 われ れ ば 100 個 の ボー ル は 洗面 器 に 一 杯 で 
す 。 リヤカー 一 杯 の ボー ル を 打つ の さえ 容易 な 
こと で は あり ませ ん 。 


医師 会 コン ペ の 初出 場 は 那須 国際 CC で し た 。 


2 日 酔 と 不眠 で 体調 不 十 分 で し た が 、 午 前 中 70 
で 回 わっ て ロス ト ボ ー ル 3 個 は 当時 の 私 と し て 
は 上 来 出 で し た 。 岡田 御大 か ら は ネッ ト で 100 
が 切れ れ ば 大 し た も の だ と ほめ られ まし た 。 
以後 月 に 2 一 3 回 入間 CC へ 通う よう に な り 
何と か 友人 達 の 後 を つい て 行け る よう に な り ま 
し た が 、 永 いぬ 永い トン ネル に 入っ た まま で 、 手 
さぐり の 1 年 以上 が 過ぎ た よう に 思い ます 。 
昨年 霞ヶ関 CC で 行わ れ た 医師 会 の 記念 
で は 末 だ オフ ィ シ ャ ル も と れ な か っ た 私 が HC 


会 


20 に な っ た と き は 本 当 に ぴっ くり し まし た 。 
過 日 練習 場 で 同僚 の Y 君 と 出合 いま し た 。 彼 
は クラ ブ を 提 っ て 丁度 半年 だ と か 、 一 生 懸 命 練 


習 し て いる 彼 を 見 る に つけ 、 2 年 前 の 自分 の 次 
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を 思い 浮 べ て 万 感 胸 に 人 迫る も の が あり まし た 。 
スポ ー ツ に 限ら ず ど ん な こと で も その 道 に 入 
っ て 少し で も 究め よう と する と 限り な い 深 さと 


壁 に 突き 当る も の で す 。 に 難し 
い 、 全 身 の 固 と 力 を ふり し ぼる スポ ー ツ だ と は 
考え て も みな か っ た こと て で 改め て 脱帽 し て し ま 
we まし だ 。 

今日 こそ は と 胸 を 躍ら せ て 出かけ る の で す が 
思う よう に な ら ず が っ くり し て 帰っ て 来る の が 
いつ も の 例 で す 。 何 十 年 来 の 運動 不足 の 積み 重 
ね と し の び 寄 る 老化 現象 に 逆らい つつ も 、 ど う 
せ 趣 味 で 始め た こと だ か ら と 心 の 片隅 に 言い 訳 
け の 小袋 を お いた まま 、 一 方 で は 未だ ダン プ カ 
ー ど ころ か リヤ カー 3 杯 も 打っ て いな い 自 分 に 
ゴル フ っ て そん な に 甘い も の で は な いよ と 言い 
聞か せな が ら 、 こ れ か ら も 目的 の A ク ラス 入り 
を 目指 し て 努力 し よう と ひそ か に 闘志 を 燃やす 
此 頃 で す 。 


コ 科 記 プ カミ ん 


(58. 7. 24) 
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余り 人 に 知ら れ て いな い 山 だ と 思い ます が 、 
標高 1.718m 、 長 野 県 佐久 町 に あり ます か ら 、 
小梅 線 沿線 の 山 と 言う こと に な り ま し ょ うか 。 

電車 利用 な ら 羽 黒 下 駅 で 降り ます が 、 近 くに 
は 農村 医学 で 有名 な 、 佐 久 総合 病院 が あり ます 。 

5 月 下旬 の 日 曜日 、 朝 4 時 半 に 家 を 出 ま し た 。 
一 踏 十 石 峠 街道 を 目指 し 国道 299 号線 を 走り ま 
す が 、 正 丸 峠 の 下 を トン ネル が 開通 し 、 可 成り 
時 間 が 短 縮 さき れる よう に な り ま し た 。 志賀 坂 峠 
を 越え 、 中 里村 で 鬼石 か ら の 県 道 と 合流 し て 暫 
らく は 舗装 道路 で す が 、 右 に 下仁田 方 面 、 左 に 
武道 峠 へ の 道 を 分 ける 所 か ら 細 い 砂 利 道 と な り 
ます 。 国道 と は 名 ば か り 、 凹 凸 の 激しい 路肩 の 
く づれ た 悪 路 で す 。 登 山口 近く の 一 寸 し た 広場 
に 着い た の が 7 時 半 、 既 に 3 台 程 車 が あり ます 。 
長野 、 多 摩 、 山 梨 ナ ン バ ー で 、 登 山 者 で は を なく 
釣り で も な し 、 山 葉 取 りか 、 い や 休 猟 中 の 山 に 
入る 密猟 者 の よう な 感じ で す 。 5 一 6 0m 位 離 
れ た 処 か ら 5 一 6 人 が こち ら を うか が っ て いる 
様子 で す 。 

さて 登山 道 で す が 、 駐 車 地 点 に 標識 が あり 真 
直ぐ 上 を 指し て いま す 。5 分 程 歩く と 二股 に 分 か 
れ 、 登 山道 らし い の は 左 で 、 右 は 巾 広 い 新 し い 
林道 で 立派 # 橋 が か か っ て お り ま す 。 標識 が あ 
り ま せん の で 当然 の よう に 右 の 道 を を の まま 歩 
きま し た が 、 越 ら も 歩か を ない うち に 行き 止ま り 
で す 。 有川 を 渡る よう な と ころ も あり ませ ん 。 一 
度 引 返し て 左 の 林道 に 入り 、 暫 らく 歩い て み ま 
し た が それ らし い 処 も な く 、 ま た また 先程 の 行 
き 止 まり の 道 に 入り 、 登 山道 を 探し ます 。 

「 ハ ッ パ 注意 」 の 看板 の 上 の 方 に 、 か 細い 踏 
み 跡 らし きも の あり 、 登 っ て み ま す と 上 へ と 道 
が は っ きり MM で いる よう で す 。 然し 葉 来 山 と は 
段々 離れ て 行く よう に 思え ます 。 道 は 次 第 に は 
っ きり し て 来 て 、 途 中 山の神 の 纏 も あり ます 。 
1 時 間 程 歩い て 「 矢 張り 此 の 道 は 茂 来 山 の 登 山 


本 一 
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道 と は 違 う 」 と 自分 に 言い 聞か せ て 引 返 すこ と 
に し まし た 。 此 の 日 は 30 度 を 越す 著 い 日 で 、 す 
っ か り 汗 だ くに な っ て し まい まし た 。 後 で 地元 
の 人 に 聞い た と ころ で は 、 左 の 林道 を 更に 上 が 
る と 右 に 茂 来 山 の 標 識 が ある と の こと で し た 。 

結局 この 日 は 登山 を あき ら め 、 別 方 向 か ら の 
林道 の 下見 を し 、 帰 路 は 関越 高速 を 利用 し て 帰 
り ま し た 。 も っ と よく 地図 を 調べ て くれ ば よ か 
っ た 、 登 山 標識 を 間違い 易い 処 に 立て て 睦 れ な 
く て は 、 林 道 が 上 へ 上 へ と 延び て 来る 昨今 、 登 
山道 が 分 断 さ れ て 段々 分 り に くく な る 。 等々 、 
文句 や ら 反 省 や ら を 車 の 中 で つぶ や き な が ら 。 
し ル 国道 


141 号 へ 





四方 原山 へ 小鹿 野 へ 


6 月 4 日 。 更 に 早く 家 を 出 て 、 今 度 は 往路 に 
関越 高速 道 を 利用 、 国 道 254 か ら 141 号 を 南下 、 
先日 と は 逆 に 十 石 峠 街道 に 入り 林道 に 向かい ま 
す 。 人 時 離れ た 一 軒 家 まで は 下見 し て あり まし 
た が 、 そ の 時 人 家 の 更 に 上 を 林道 が 走っ て いて 、 
そこ ば に 茂 来 山 へ の 案内 板 が あり まし た の で 、 人 
家 を 目 あ て に 林道 を 走り ます が 、 越 ら 走 っ て も 
家 の 上 に は 出 ま せん 。1 図 の よう な 簡単 を も の で 
は あり ませ ん で 、 半 本 に も 枝 分 れ し て いま す 。 


その 内 、 行 き 止 まり に な り ま し た 。 二 度 三 度 往 
き 来 し て か ら 、 思 いき っ て 石 の ゴロ ゴロ し た 如 
何 に も それ らし く な い 道 に 入っ て 5 分 も する と 
砂利 の 新しい 良い 道 と 変り 、 ポ カッ と 人 家 の 上 
に 出 ま し た 。 更に 林道 は 奥 へ と 続き ます 。 可 成 
り 走 っ て か ら 一 寸 し た 広場 に 出 て 、 そ こ に また 
案内 標 が 立っ て いま す 。 や っ と 一 安心 、 意 々 琶 
山 開 始 。 時 刻 は 6 時 15 分 、 道 は 判然 し て いま す 。 
10 分 程 で 道 は 2 分 し ます 。 右 側 の 沢 を 渡る 方 が 
広く は っ きり し て いて 、 左 側 は 湿地 の 細い 道 で 
す 。 何 の 疑 いも な く 右 に 入り まし た 。 然 し 左側 
が 正規 の 登山 道 で し た 。 

図 2 林道 真木 沢 線 及び 登山 道 詳 図 
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始め は 広かっ た 道 も 段々 細く な り 、 そ の うち 
踏 跡 程度 と なり 、 有 遂に は 植え た ば か り と 思わ れ 
る 杉 の 苗木 の 中 を 歩く よう に な り ま し た 。 こ ん 
な 得 は な い 、 登 山道 な ら も っ と ちゃ ん と し て い 
る 筐 だ 。 そ れ と も 誰 も 歩か を な いか ら 草 が 繁 っ て 
きた の か 。 と ころ どこ ろ 草 が 倒れ て 人 の 歩い た 様 
子 が あり ます 。 首 を ひね り ひ ね り 歩 くう ち 、 木 の 幹 
に 赤い テー プ が 巻き つけ られ て いる 場所 に 来 ま 
し た 。 矢 張り 登山 道 か 。 赤 い テ ー プ は 30m お き 
位 に つい て いる の が 見 えま す 。 尾根 を 目指 し て 
急 道 で す 。 尾根 に 着い て 道 を 間違え た こと が は 
っ きり し まし た 。 赤い テー プ は 下 に 向かっ て 巻 
きつ け て あり ます 。 今 と な っ て は 引 返 す 気 に は 
な れ ま せん 。 尾 根 を 外さ ず に 歩け ば を ん と か な 
る と 自分 に 言い 聞か せつ つ 、 木 を か き 分 け 、 岩 
を 登り 、 と も すれ ば 谷 に 下り が ちな 自分 の 足 を 
ト 上 に 向け させ 歩く こと 小 1 時 間 、 や っ と 展望 の 
きく 広い 岩場 に 到着 、 遅 い 朝 食 と な り ま し た 。 
茂 来 山頂 らし き 宣 ま で あと 2 時 間 位 か と 思わ れ 
ます 。 八ヶ岳 の 残雪 が 美しく 望ま れ ま す 。 時 の 





茂 来 山 山頂 


多い の に 革 ろ きま し た 。 数 十 匹 (プン プン うな 
りな が ら 囲 り を 飛び 交 い 、 落 着い て 食事 も 出来 
ませ ん 。 展望 も 食事 も 程々 に 、 動 き 出し ます 。 
岩 が 急 で 、 ど うし て も 尾根 に 出 ら れ な い 和 所 が 
2 一 3 ヶ所 あり まし た で し ょ うか 、 岩 場 を 廻り 
込む 内 、 い つの 間 に か 谷 に 入り こん で いま す 。 
猟師 か 山師 が この 辺 を 歩い て いる の で し ょ う 。 


」 ポ 





山頂 より 八ヶ岳 を 望む 

か 細い 道 が な 谷 に 向かっ て つい て お り 、 道 を 拾っ 
て 歩い て いる うち に 自然 と 谷 に 下り 、 自 分 の 足 
も 意 に 反し て 楽 を 下り に つい て 行く の で す 。「 道 
を 失 な っ た ら 尾 根 に 出 よ 」 は 山歩き の 鉄則 で す 。 
ハッ と 気付 いた 時 は 大 分 下っ て いる 。 1 一 2 度 
繰 返 す うち 、 思 いき っ て 岩場 を 急 登 し まし た 。 

明る い 尾 根 に 出 た 途 端 、 茂 来 山 登 山道 、 山 項 ま 
で 0.3 km の 案内 板 が ある で は あり ませ ん か 。 走 
る よう に し て 山頂 を 目指 し ます 。 頂上 着 8 時 55 
分 、 普 通 は 1 時 間 少々 で 着く の で し よう か ら 、 

休憩 時 間 を 差し 引い て も 2 時 間 以 上 余計 か か っ 
た こと に な り ま す 。 山頂 の 展望 は 360 度 で す が 、 

既に も や が か か っ て いて 、 南 に 御座 山 が か すか 
に 見 え 、 西 に 八ヶ岳 か ら 浅 間 山 が 見 えま す 。 東 
北方 面 は 殆 ん ど 見 えま せん 。 山頂 も 四 が 多く 、 

ゆっ くり 出来 ませ ん 。 手 早く 周囲 を フィ ルム に 


本 ポー ァ - 





収め 、 何 時 も の よう に セル フタ イマ ー で 自身 を 
写し 下山 に うつ り ま し た 。 この間 約 5 一 6 分 。 
石楠花 が 咲い て いる か と 期待 し て いた の で す が 
1 本 も が じみ 当 共 つじ が と ころ どこ とこ ろ に あ 
る 程度 。30 分 程 下 っ て 6 人 1 組 の パー ティ は に 会 
っ た だ け の 人 気 の 少 を い 山 で し た 。 更に 下っ て 
幅 の いな い 沢 の 流れ の 傍 で 始め て の 大 休止 。 お 
茶 を の み 、 ラ ー メ ン を 食べ 心ゆく 迄 休み ます 。 
これ も 山歩き の 醍醐 味 の 一 つ 。 朝 に 間違え た 分 
岐 ま で 下っ て みる と 、 か た わら の 木 に 小さ く 茂 
来 山 登 山道 と 打ち つけ て あり ます 。 やれやれ 、 
も っ と 分 りや すい 所 に 書い て くれ れ ば いい の に 。 
ブツ ブツ 言い な が ら 車 に つい た の が 10 時 半 。 国 
道 141 号 を 更に 右 崎 方 面 へ 南下 、 小 海 駅 前 を 通 
り 武道 峠 径 由 、299 号 線 に 合流 、 二 子 山 附近 で 昼 
食 、 帰 宅 は 3 時 に な り ま し た 。 武道 峠 の 道 は 十 
石 貴 の それ より 地盤 が 固く 、 路 肩 の くず れ も 少 
な く 、 選 か に 走り 易い よう に 思え ます 。 展望 も 
尊 ら か すぐ れ て いま す 。 その 分 車 も 尊 ら か 多い 
で し 上 2 の 5 


ee と 
ーー 世 


RI 


記 録 三 
oO 第 3 回 定例 理事 会 6 月 24 日 ⑳ 
1 . 県 医師 会 理事 会 会 議 報告 
2 . 医療 講演 会 開催 に つい て 
3 . 埼玉 県 医師 会 学術 講演 会 及び 川越 市 医師 会 
学術 講演 会 子 定 に つい て (昭和 58 年 度 ) 
. 老人 保健 連絡 協議 会 委員 会 開催 に つい て 
. 入会 金 の 件 に つい て 
. 川越 市 医師 会 報 掲 載 に つい て 
. 学院 運営 に つい て 
日 会 日 程 に つい て 
9 . 夏期 手当 支給 日 に つい て 
oO 学術 委員 会 6 月 1 日 似 
昭和 58 年 度 学術 講座 子 定 に つい て 
ら 学 術 委員 会 6 月 16 日 4 
行 天 良 雄 先 生 講演 実施 に つい て 
oO 3 師 会 麻雀 大 会 6 月 19 日 0}) 
医師 会 側 (11 名 ) 個人 優勝 広沢 先生 
6 老 人 保健 連絡 協議 会 6 月 28 日 (0 
川越 保健 所 


oO ココ ⑨⑦ の 只 
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Oo 学術 委員 会 6 月 30 日 
医療 講演 会 実施 に つい て 
o 第 4 回 定例 理事 会 7 月 22 日 (0 
1 . 全 理事 会 会 議 報告 
2 . 老人 保健 法 に お ける 保健 事業 の 実施 に つい 
宮 
3 . 川越 市 医療 問題 協議 委員 の 選出 に つい て 
4 . 保険 相談 会 の 再 指導 に つい て 
. 所 得 補償 保険 加入 促進 及び 説明 会 開催 の 依 
頼 に つい て 
。 労災 医療 部 会 理事 会 報告 
. 医師 会 事務 職員 採用 に つい て 
. 高 腹 運営 に 関す る 事項 に つい て 
. 入会 金 の 件 に つい て 
10. 医師 会 事務 所 休業 日 に つい て 
7 月 29 日 ( 一 7 月 30 日 ①) 
O 高 有 運営 会 議 7 月 8 日 0 
O 高 看 修学 旅行 7 月 13 日 一 7 月 16 日 
北海 道 ( 道 南 ) 


①1 


〇 @ ぐ 6 Q の 


oO 医療 講演 会 7 月 19 日 (A 
会 場 埼玉 県 川越 福祉 セン ター5 階 講堂 


講師 NHK チ ー フ ディ レク ター 行 天 良 雄 先 
生 
内 容 医療 法 改正 の 展望 と 私 的 医療 機関 の あ 
り 方 に つい て (出席 44 名 ) 
o 十 日 会 7 月 11 日 人 
o 老人 医療 協議 会 7 月 20 日 3 
市 庁 側 4 名 医師 会 6 名 

9 第 5 回 定例 理事 会 8 月 26 日 人 ⑳ 

1 . 全 理事 会 会 議 報 告 

2 . 郡市 保険 担当 理事 合同 会 議 報 告 

3 . 第 2 回 地域 健康 教室 の 開催 に つい て 

4 . 老人 保健 法 の 医療 以外 の 保健 事業 に 関す る 
契約 書 に つい て ( 案 ) 

5 . 講師 派遣 依頼 に つい て 
川越 市 歯科 医師 会 に 対し て 
9 月 17 日 ( 子 防 歯科 セン ター 

6 . 川越 市 医師 会 災害 時 の 救護 班 及 び 電 話 綱 に 
2 つい で 
県 公立 学校 の 学校 医 の 公務 災害 に 関す る 条 
例 の 政 正 に つい て 
185,000 円 一 205,000 円 に 引き 上 げ 

8 . 第 36 回 埼玉 県 医師 会 創立 記念 表彰 に 関し て 


9 . 退会 会 員 に つい て 
A1 篠原 秀隆 先生 ( 元 広 栄 診療 所 ) 7 月 1 日 付 
B2. 山 下 1 二 ャ ッ PwWa 


小峰 妙子 先生 8 月 1 日 付 
710. 十 日 会 の 日 程 に つい て 9 月 13 日 人 
11. その 他 R 
① 了 医師 所 得 補 償 説 明 
⑧ 日 帰 旅行 に つい て 11 月 中 旬 
Oo 医師 会 七夕 納涼 大 会 


日 時 8 月 7 日 0) 17 時 一 20 時 
会 場 平安 開 (川越 ) 
川越 市 医師 会 側 30 名 出席 

oO 学術 講演 会 8 月 23 日 ( 
出席 者 26 名 会 場 川越 市 医師 会 


編集 後記 

今年 の 夏 は 地震 に よる 津波 。 台風 に よる 水害 
と 暗い ニュ ー ス が 続き まし た が 。 9 月 に 入っ て 
追い 打ち を か ける よう に 大 韓 機 撃 墜 事 件 が 我々 
の 耳目 を 集め まし た 。 あ ら た め て 日 本 近海 の 皿 
迫 し た 状態 と 外国 の 自国 , 国家 を 守る こと の き 
び し さ を 思い 知ら され まし た 。 以 前 読ん だ “ 長 
い ナ イフ の 夜 。 と いう 小説 を 科 徳 きせ まし た 。 


これ は 6 人 の ドイ ツ 青 年 が ナチ 親衛 隊 に 入隊 し , 


ヒト ラー 絶対 服従 の 教育 を 受け . ユダ ヤ 人 は も 
と より , 上 司 、 同僚 と 言え ども 。 総統 に 反対 す 
る も の は 情 容 赦 な く , 平然 と 殺りく を くり 返し 
て ゆく 過程 が 書か れ た 小説 で す 。 

一 方 この 事件 に 対す る マス コミ の 報道 が 事件 
直後 か ら 誠に 冷静 な を の に 感心 し まし た 。, “ソ連 
側 に 責任 ある 問題 処理 を 求め る 一 方 , 対ソ 問題 
全般 に は 冷静 な 姿勢 で 臨む の が 賢明 な 道 で あろ 
う . (9 月 3 日 社説 ) “御家 族 の 悲し み は 充 分 に 
お 察し 致し ます が , 何せ 世界 の 緊張 状態 の 接点 
で 起 っ た 事件 ゆえ その 背景 を 充分 に 考慮 し て 対 
処し を けれ ば な ら な いと 思い ます , ( 同 。 ニュ 
ー ス セン ター 結語 ) 

常 日 頃 、 医 療 事情 、 医療 問題 に は 事 の 外 央 し 
い 報 道 を 流し 続け て いる マス コミ の あま り に 物 
わか り の よい 報道 ぶり に 上 げた 手 の や り 場 に 困 
る よう で し た 。 な に も 賢明 な 道 や 、 対処 の 方 法 
まで 今 の 時 点 で 教 わ ら なく て も よく , 今 の よう 









な 平和 な 時 代 に 条件 は どう あれ , これ 程 黒 白 の 
は っ きり し た 事件 は な いよ うに 思わ れ ,“ も や も 
や 病 。 で は あり ませ ん が , どう も すっ きり し な 
い 何 日 か で す 。 

日 本 は コン セン サス の 社会 と 言わ れ て お り ま 
す が , 我々 一 般 に 影響 の 大 きい マス コミ の みな 
さん に は 医療 事情 に つい て も も っ と 冷静 に , 物 
わか り よ く な っ て は も ら そ な いも の だ ろう か ? 
問題 に よっ て 筆 を 使い 分 ける よう で は ます ます 
コン フュ ー ジ ョ ン の 社会 に な っ て し まう の で は 
な いで し ょ うか 。 

ーーーーーーー ャ ーー 交信 

今月 も 沢山 の 御 投稿 あり が と う ご ざ いま し た 。 
表紙 は 西川 先生 か ら 恒 の 部 と 夜 の 部 の 2 枚 い た 
だ きま し た が , 入 の 部 を 載せ まし た 。 

次 号 は 11 月 末 締 切り で, 新年 に 皆様 に と ゞ < 
こと に な り ま す 。 御 投稿 よろ し く お 願 い 致 し ま 
まあ な (片岡 ) 
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